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        鱧
は も

シーズン到来
　鱧料理のシーズンを目前に控え、鱧の御霊
の供養をするとともに、豊漁と商いの繁盛を
祈念する「鱧供養祭」（灘・沼島観光ふるさと
会主催）が５月 25日、沼島で行われました。
　天空にそびえる高さ 30ｍの上立神岩付近
の海上で、関係者らが丸々と太った鱧を放流
しました。（24ページに関連記事）
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防災ハザードマップを作成

3 2

防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

広報 

      

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
公
開

2006.6.1発行

問防災課
☎43-5006

　災害に強い地域づくりを話し合います

◆日時　６月17日（土）午後１時30分～

◆場所　南淡公民館３階

◆内容　・「自治体の自立と住民協働の地域づくり」

　　　　　　講師：東京工業大学　桑子敏雄教授

　　　　・「民話が伝える淡路の災害」

　　　　　　講師：NPO観光立島淡路島　須田清隆理事

　　　　・ワークショップ（災害に強い地域づくり）

◆入場料　無料

◆主催　福良探検健康マップ実行委員会

問南淡公民館☎ 50-3048

講演会のご案内

「防災とまちづくり」

　

地
震
や
津
波
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た
と
き
の
避
難
所
へ
の
経
路
や
浸
水
想
定
区
域
、
災
害

に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
、
日
ご
ろ
の
備
え
な
ど
に
つ
い
て
ま
と
め
た
「
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
自
治
会
を
通
じ
配
布
さ
れ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
で
も

閲
覧
で
き
ま
す
。

　

災
害
時
に
備
え
、
お
住
ま
い
の
周
辺
や
通
勤
・
通
学
経
路
な
ど
の
浸
水
状
況
に
つ
い
て
確
か

め
ま
し
ょ
う
。

よ
び
お
の
こ
ろ
川
（
沼
島
）
の
洪

水
氾
濫
流
の
様
子
を
想
定
し
た
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
画
像
を
追
加
し
ま

す
。
浸
水
の
脅
威
が
十
分
感
じ
取

れ
る
も
の
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

「
日
ご
ろ
の
備
え
」
や
「
災

害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
」
な
ど
も

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
、
浸
水

想
定
に
加
え
、
日
ご
ろ
か
ら
行
え

る
備
え
や
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

「
１
７
１
」
等
の
情
報
収
集
手
段

な
ど
に
つ
い
て
も
記
載
し
て
い
ま

す
。

　
「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て

く
る
」
と
よ
く
い
わ
れ
ま
す
。
日

ご
ろ
か
ら
家
族
や
近
所
の
方
な
ど

と
避
難
場
所
や
災
害
時
の
連
絡
方

法
、
非
常
持
ち
出
し
袋
の
置
き

場
所
等
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

　

い
ざ
と
い
う
時
に
あ
わ
て
な
い

よ
う
に
普
段
か
ら
よ
く
話
し
合
っ

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

津
波
避
難
案
内
看
板
を
設
置

　

南
海
地
震
に
よ
る
津
波
か
ら
地

元
住
民
や
観
光
客
ら
を
安
全
に
避

難
所
ま
で
誘
導
す
る
、
津
波
避
難

案
内
看
板
を
福
良
港
臨
港
道
路
沿

い
に
七
か
所
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
看
板
は
太
陽
光
発
電
に
よ

り
充
電
さ
れ
、
夜
間
の
約
六
時
間

点
灯
し
ま
す
。
ま
た
、
震
度
四

以
上
の
地
震
が
発
生
し
た
時
に
も

点
灯
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。

予
想
津
波
高
看
板
を
設
置

　

市
内
の
津
波
の
被
害
を
受
け
る

と
想
定
さ
れ
る
地
域
の
七
十
か
所

の
電
柱
等
に
予
想
津
波
高
看
板
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
看
板
に
は
、
予
想
津
波
高

や
到
達
時
間
、
周
辺
の
地
盤
高
が

表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
平
成
十
六

年
の
台
風
二
十
三
号
を
は
じ
め
と

す
る
洪
水
・
高
潮
災
害
で
甚
大

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

南
海
地
震
が
、
三
十
年
以
内
に

五
〇
％
、
五
十
年
以
内
に
八
〇
％

の
確
率
で
発
生
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
震
や
津
波
、
高
潮
が
ど
の
よ

う
な
も
の
か
を
知
り
、
危
険
な
場

所
や
被
害
を
想
定
し
、
災
害
被
害

を
最
小
化
す
る
よ
う
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は

　
　
　
　
　
全
部
で
８
種
類

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
地
形
や
環

境
に
合
わ
せ
て
、
地
区
ご
と
に
分

け
、
全
部
で
八
種
類
作
成
し
て
い

ま
す
。
内
訳
は
洪
水
マ
ッ
プ
が
五

種
類
、
高
潮
マ
ッ
プ
が
二
種
類
、

津
波
マ
ッ
プ
が
一
種
類
。

　

お
住
ま
い
の
地
域
に
あ
わ
せ
た

マ
ッ
プ
が
七
月
ご
ろ
に
配
布
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
各
庁
舎
、
出
張
所
、

連
絡
所
お
よ
び
支
所
に
も
備
え
付

け
る
予
定
で
す
。

　

さ
ら
に
、
す
べ
て
の
マ
ッ
プ
が

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き
、

印
刷
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の

で
、
通
勤
・
通
学
経
路
な
ど
の
浸

水
状
況
な
ど
を
ご
確
認
い
た
だ
け

ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

浸
水
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
画
像

　

南
あ
わ
じ
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、
五
月
か
ら
福
良
湾
で
の
南
海

地
震
に
お
け
る
津
波
被
害
の
様
子

を
想
定
し
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
画

像
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
加
え
、
六
月
か
ら
新
た

に
大
井
手
川
（
阿
那
賀
）、
原
田

川
（
福
良
）、
築
地
川
（
同
）
お

南
海
地
震
対
策
と
し
て
―
―　

▲ホームページ上で公開中の浸水アニメーション画像

▲津波避難案内看板（福良）

▲電柱に取り付けられた
　予想津波高看板

▲津波ハザードマップ

▲「災害伝言ダイヤル」などの情報もマップとホームページに掲載

▲洪水ハザードマップ

福良小学校体育館
福良警部派出所
東谷交番

南淡庁舎

潮

･･･潮位観測所　潮
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市
内
五
か
所
で
計
画
さ
れ
て
い

る
南
あ
わ
じ
市
バ
イ
オ
マ
ス
利
活

用
セ
ン
タ
ー
（
玉
葱
残
さ
処
理
施

設
）
の
内
三
か
所
が
完
成
し
、
七

月
か
ら
残
さ
処
理
を
開
始
し
ま

す
。

　

同
施
設
は
、
玉
葱
の
出
荷
や
加

工
時
に
発
生
す
る
「
残
さ
（
野
菜

屑
）」
を
引
き
受
け
、
炭
化
さ
せ

て
土
壌
改
良
剤
と
し
て
田
畑
に

還
元
し
て
有
効
利
用
す
る
も
の
で

す
。「
ほ
ん
ま
も
ん
玉
葱
」
の
産

地
と
し
て
、
消
費
者
へ
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
、
循
環
型
農
業

を
目
指
す
施
設
と
し
て
建
設
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
乾
燥
炭
化
シ
ス
テ
ム
」
で
は
、

残
さ
を
外
気
と
遮
断
し
た
筒
内
に

投
入
、
ス
ク
リ
ュ
ー
で
送
り
な
が

ら
バ
ー
ナ
ー
で
加
熱
し
、
乾
燥
、

炭
化
さ
せ
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
臭
気

が
な
く
、
温
度
管
理
な
ど
は
自
動

制
御
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
か
所
の
処
理
能
力
は
一
時

間
あ
た
り
二
百
㌔
。
今
後
、
二

施
設
を
加
え
、
処
理
を
行
い
ま

す
。
五
か
所
の
総
事
業
費
は
約

五
億
四
千
万
円
。

　

こ
の
施
設
の
管
理
運
営
は
、
あ

わ
じ
島
農
協
と
淡
路
玉
葱
商
業
協
同

組
合
で
設
立
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
施
設

管
理
組
合
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

― 

施
設
の
利
用
案
内 

―

◆
施
設
の
場
所　

▽
倭
文
セ
ン

タ
ー
＝
倭
文
安
住
寺
九
四
―

一
七
▽
八
木
セ
ン
タ
ー
＝
八

木
養
宜
上
三
一
九
―
一
▽
賀

集
セ
ン
タ
ー
＝
賀
集
野
田

八
〇
―
一

◆
農
家
分
受
入
れ
期
間

　

七
月
一
日
〜
九
月
三
十
日
ま
で

の
毎
週
月
曜
日
・
金
曜
日
午
前

九
時
〜
正
午
（
各
施
設
共
通
）

◆
利
用
対
象　

市
内
の
農
家
お
よ

び
管
理
組
合
に
加
入
す
る
組

合
員

◆
搬
入
方
法　

各
施
設
備
付
の
専

用
運
搬
ケ
ー
ス
（
約
二
〇
㌔
入

り
）
に
よ
る
持
込

◆
利
用
料
金　

一
五
〇
円
／
二
〇

㌔
（
利
用
料
三
〇
〇
円
の
半
額

を
市
が
助
成
）

※
炭
化
物
は
三
〇
〇
円
／
四
〇
ℓ

（
約
五
㌔
）
で
販
売
予
定

問
農
林
振
興
課
☎
43
・
５
０
２ 

５
、
バ
イ
オ
マ
ス
施
設
管
理

組
合
（
淡
路
玉
葱
商
業
協
同
組

合
）
☎
42
・
０
３
５
６

※
ほ
場
で
発
生
し
た
「
残
さ
」
は
、

一
か
所
に
ま
と
め
石
灰
窒
素

を
加
え
ビ
ニ
ー
ル
で
覆
い
、
適

切
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

市
内
３
施
設
で

▲乾燥炭化システム

　

市
内
の
だ
ん
じ
り
三
十
七
台
が

集
合
し
た
「
第
一
回
南
あ
わ
じ
春

ま
つ
り
」
が
五
月
三
日
、
三
原
健

康
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
昨
年
ま
で
合
併
前
の
三
原
町

で
十
四
回
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
て

い
た
春
ま
つ
り
を
受
け
継
ぎ
、
市

連
合
自
治
会
や
観
光
協
会
、
商
工

会
な
ど
に
よ
り
実
行
委
員
会
を
結

成
し
、
市
内
の
自
治
会
や
祭
礼
団

に
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

真
っ
赤
な
ふ
と
ん
と
豪
華
な
刺

繍
の
水
引
幕
で
飾
ら
れ
た
各
地

区
の
宝
「
布
団
だ
ん
じ
り
」
は
、

三
十
二
台
が
次
々
と
勇
壮
な
練
り

回
し
を
披
露
。だ
ん
じ
り
を
担
ぎ
、

走
り
回
る
「
投
げ
だ
ん
じ
り
」
も

五
台
が
参
加
。
観
客
ら
は
、
タ
イ

ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
だ
ん
じ
り
を
高

く
突
き
上
げ
た
り
、
投
げ
落
と
し

た
り
す
る
技
に
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。

　

二
か
所
に
設
け
ら
れ
た
特
設
舞

台
で
は
、
七
団
体
が
獅
子
舞
を
披

露
。
十
七
団
体
が
拍
子
木
と
太
鼓

の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
、
だ
ん
じ
り

唄
を
情
感
豊
か
に
披
露

し
、
観
客
か
ら
掛
け
声

や
拍
手
が
沸
き
起
こ
り

ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
観
光
協

会
の
屋
台
、
約
百
匹
の

鯉
の
ぼ
り
が
青
空
を
泳

ぎ
、
彩
り
を
添
え
ま
し

た
。

　

ま
つ
り
で
は
、
だ
ん

じ
り
の
関
係
者
千
五
百

人
が
地
域
交
流
を
重
ね
、

延
べ
約
一
万
人
が
地
域

の
伝
統
と
力
強
さ
を
感

じ
る
行
事
と
な
り
ま
し

た
。

玉
葱
残
さ
処
理
施
設　
７
月
か
ら
稼
動
開
始

だ
ん
じ
り
37
台
が
集
合

南
あ
わ
じ
春
ま
つ
り

確
認
で
き
る
内
容

①
公
的
年
金
制
度
の
加
入
の
履
歴

（
加
入
制
度
、
事
業
所
名
称
、

資
格
取
得
、
喪
失
年
月
日
、
加

入
月
数
）

②
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
状
況

③
厚
生
年
金
の
標
準
報
酬
月
額
、

標
準
賞
与
額

④
船
員
保
険
の
標
準
報
酬
月
額
、

標
準
賞
与
額
な
ど

確
認
で
き
る
期
間

　

ご
自
身
が
年
金
を
お
受
け
に
な

る
ま
で
。

注
意
点

①
年
金
加
入
期
間
は
、
画
面
に
表

示
さ
れ
て
い
る
更
新
年
月
日

時
点
で
の
記
録
と
な
り
ま
す
。

②
共
済
組
合
等
の
加
入
者
は
本
サ

ー
ビ
ス
の
対
象
外
で
す
。

③
過
去
に
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
た
方
の
共
済
加
入
期
間
は
、

閲
覧
で
き
な
い
場
合
や
正
確

に
表
示
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

④
旧
農
林
漁
業
団
体
職
員
の
厚
生

年
金
へ
の
統
合
前
の
加
入
記

録
（
平
成
十
四
年
四
月
一
日
よ

り
前
の
記
録
）
は
、
表
示
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

利
用
方
法

①
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(h
ttp
://w

w
w
.sia
.g
o
.jp
/)

に
ア
ク
セ
ス
。「
年
金
加
入
記

録
照
会
・
年
金
見
込
額
試
算
」

か
ら
ユ
ー
ザ
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー

ド
の
発
行
を
申
し
込
み
ま
す
。

②
約
二
週
間
程
度
で
社
会
保
険
庁

か
ら
ユ
ー
ザ
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー

ド
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

③
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ユ
ー
ザ
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド

と
、
申
込
時
に
ご
自
身
で
設
定

い
た
だ
い
た
「
お
客
様
設
定
パ

ス
ワ
ー
ド
」
を
入
力
し
ま
す
。

問
明
石
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
７
８
・
９
１
２
・
４
９
１
６

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

　
　

     

「
年
金
個
人
情
報
」
を
提
供

　

社
会
保
険
庁
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ご
自
身
の
年
金
加
入
記
録
を

確
認
で
き
る
「
年
金
個
人
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

▲玉葱残さ処理施設（倭文センター）

▲加地亮選手の日本代表入りが決まり、バンザイで喜ぶ関係者ら

▲だんじり唄の披露（南あわじ春まつり）

一
万
人
が
訪
れ
た
春
ま
つ
り

　
「
ふ
る
さ
と
の
誇
り
」
私
た
ち

の
加か
じ
あ
き
ら

地
亮
選
手
が
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
日
本
代
表
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

熱
い
も
の
が
込
み
上
げ
感
動
感
激

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
不
動
の
サ
イ

ド
バ
ッ
ク
と
し
て
、
豊
富
な
運
動

量
と
ひ
た
む
き
さ
は
ジ
ー
コ
監
督

の
厚
い
信
頼
を
得
て
お
り
ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
の
子
供
達
に
と
っ

て
こ
れ
以
上
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
な

く
、
仕
事
に
汗
す
る
者
へ
も
大

き
な
勇
気
を
与
え
て
く
れ
て
い
ま

す
。
加
地
選
手
の
良
さ
は
、
控
え

め
で
コ
ツ
コ
ツ
と
努
力
し
、
Ｊ
２

で
出
場
機
会
が
減
っ
た
時
期
で
も

腐
る
こ
と
な
く
諦
め
ず
、
我
慢
強

く
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
き
た
と
こ

ろ
に
あ
り
ま
す
。
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
で
努
力
が
実
を
結
ぶ
よ
う
市
民

の
皆
様
と
共
に
熱
い
日
々
を
過
ご

し
た
い
と
思
い
ま
す
。（
十
四
頁

に
関
連
記
事
）

　

さ
て
、
五
月
三
日
に
南
あ
わ
じ

市
が
誕
生
し
て
初
め
て
の
春
ま
つ

り
が
あ
り
ま
し
た
。
安
全
面
に
課

題
を
残
す
も
の
の
、
実
行
委
員
会

の
方
々
や
、
各
自
治
会
、
祭
礼
団

等
の
皆
様
の
多
大
な
ご
尽
力
と
ご

協
力
に
よ
り
成
功
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
の
宝
で
あ
り
ま
す

「
だ
ん
じ
り
」
の
参
加
は
、
松
帆
、

賀
集
、
阿
万
、三
原
地
区
を
含
め

て
三
十
七
台
、
獅
子
舞
が
七
団
体

と
、
旧
三
原
町
で
の
開
催
を
通
じ

最
大
と
な
り
、
お
客
様
か
ら
も
高

い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　

先
人
達
が
築
き
上
げ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
自
治
会
で
多
額
の
お
金
を
出

し
合
い
修
繕
を
重
ね
、
地
域
の
者

達
が
守
り
受
け
継
い
で
き
た
伝
統

に
は
、
人
の
お
世
話
を
通
じ
て
地

域
を
ま
と
め
る
力
、
自
ら
を
高
め

る
力
、
後
継
者
を
育
て
る
力
が
あ

り
ま
す
。
特
に
若
者
が
一
つ
の
こ

と
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
集
中
さ
せ
、

だ
ん
じ
り
唄
や
投
げ
だ
ん
じ
り
な

ど
の
「
ふ
る
さ
と
文
化
」
を
確
立

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
祭
礼
団
等
は
消
防
団
と

同
じ
よ
う
に
地
域
の
人
達
全
員
が

参
画
し
、
連
帯
感
や
人
間
と
し
て

の
訓
練
が
な
さ
れ
、
地
域
の
結
び

つ
き
を
強
化
す
る
す
ば
ら
し
い
営

み
で
す
。

　

少
子
高
齢
社
会
に
突
入
し
た
時

代
、
高
齢
者
の
方
々
は
生
涯
青
春

を
目
指
し
て
い
た
だ
き
、
南
あ
わ

じ
市
を
支
え
る
若
者
は
、
加
地
選

手
の
よ
う
に
、
自
ら
の
能
力
を
地

道
な
努
力
に
よ
り
最
大
限
に
発
揮

い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
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よくある質問Q＆A
第６回　ケーブルテレビ

　

こ
れ
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
お
問

い
合
わ
せ
の
中
か
ら
、「
よ
く
あ

る
質
問
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
今

月
は
「
引
込
工
事
」「
宅
内
工
事
」

に
つ
い
て
の
質
問
で
す
。

Q　

緑
・
南
淡
地
区
の
引
込
工
事
、

宅
内
工
事
は
い
つ
か
ら
始
ま
る
の

で
す
か
。

Ａ　

引
込
工
事
は
平
成
19
年
１
月

頃
か
ら
、
宅
内
工
事
は
同
年
４
月

頃
か
ら
順
次
行
な
っ
て
い
く
予
定

で
す
。
引
込
工
事
は
地
区
ご
と
に

あ
る
程
度
ま
と
め
て
行
な
い
ま

す
。
必
ず
し
も
加
入
の
お
申
込
み

順
と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
理
解

く
だ
さ
い
。

Q　

引
込
工
事
で
は
ど
こ
ま
で
工

事
す
る
の
で
す
か
。

Ａ　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
伝
送
路

か
ら
加
入
者
宅
の
軒
下
な
ど
に
設

置
す
る
保
安
器
ま
で
引
き
込
み
ま

す
。
引
込
み
線
か
ら
保
安
器
ま
で

が
市
の
保
守
範
囲
と
な
り
ま
す
。

　

保
安
器
の
位
置
は
宅
内
工
事
の

お
見
積
り
の
際
に
宅
内
工
事
業
者

と
相
談
し
て
お
決
め
く
だ
さ
い
。

Q　

宅
内
工
事
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
す
る
の
で
す
か
。

Ａ　

保
安
器
か
ら
宅
内（
建
物
内
）

の
配
線
工
事
（
テ
レ
ビ
・
音
声
告

知
端
末
機
・
ケ
ー
ブ
ル
電
話
機
の

配
線
）
を
行
な
い
ま
す
。
ま
た
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
か
ら
無
償
で

お
貸
し
す
る
音
声
告
知
端
末
機
と

ケ
ー
ブ
ル
電
話
機
を
設
置
し
、
テ

レ
ビ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
調
整
や
ケ
ー

ブ
ル
電
話
の
通
話
確
認
等
を
お
こ

な
い
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
ブ
ー

ス
タ
ー
や
分
配
器
が
必
要
に
な
り

ま
す
が
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に

対
応
し
た
工
事
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
（
現
在
ご
利
用
の
機
器
が
使

用
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
電
気
店

等
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

Q　

宅
内
工
事
は
必
要
で
す
か
。

自
分
で
や
っ
て
も
い
い
で
す
か
。

Ａ　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
ご
利
用

い
た
だ
く
た
め
に
は
宅
内
工
事
は

必
要
で
す
。
た
だ
し
、
ご
自
身
で

行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
基
準

に
合
わ
な
い
機
器
や
材
料
を
使
用

し
た
り
設
定
等
を
行
な
っ
た
り
す

る
と
、
正
常
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

で
き
な
い
だ
け
で
な
く
、
流
合
雑

音
等
を
発
生
さ
せ
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
局
の
設
備
や
他
の
加
入
者
宅
に

ま
で
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ

が
あ
る
か
ら
で
す
。
市
で
は
宅
内

工
事
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
事

業
者
（
南
あ
わ
じ
市
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
宅
内
工
事
指
定
業
者
）
を
定

め
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
中
か
ら

１
事
業
者
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

Q　

加
入
料
が
お
得
な
加
入
促
進

期
間
中
に
引
込
工
事
だ
け
し
て
も

ら
っ
て
、
宅
内
工
事
は
後
回
し
で

も
い
い
で
す
か
。

Ａ　

加
入
促
進
期
間
の
特
例
を
受

け
る
た
め
に
は
、
本
放
送
が
開
始

さ
れ
る
ま
で
（
平
成
20
年
３
月
末

日
ま
で
）
に
宅
内
工
事
を
完
了
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

平
成
20
年
４
月
以
降
に
宅
内
工
事

を
行
な
う
場
合
は
、
加
入
促
進
期

間
中
に
加
入
申
込
み
を
さ
れ
て

い
て
も
加
入
分
担
金
４
２
０
０
０

円
と
引
込
工
事
費
３
１
５
０
０
円

（
最
高
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

市政ひろば

「引込工事と宅内工事について」

　

南
あ
わ
じ
市
職
員
を
対
象
と
し

た
救
命
講
習
会
が
五
月
二
十
四

日
、
三
原
公
民
館
で
行
わ
れ
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

を
使
っ
た
心
肺
蘇
生
法
の
救
急
救

命
講
習
を
受
け
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
心
臓
の
突
然
停
止

（
心
室
細
動
）の
際
に
電
気
シ
ョ
ッ

ク
を
与
え
、
心
臓
の
働
き
を
戻
す

こ
と
を
試
み
る
医
療
機
器
。
現
在

市
内
四
か
所
の
公
民
館
な
ど
に
配

備
済
み
。

　

今
回
、
中
央
、
緑
、
西
淡
、
三

原
、
南
淡
の
五
庁
舎
へ
の
配
備
を

前
に
、
庁
舎
毎
に
講
習
会
を
開
催

し
、
五
月
中
に
約
百
二
十
人
が
受

講
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
三
原
庁
舎
の
職
員

二
十
四
人
が
参
加
し
、
淡
路
広
域

消
防
本
部
の
職
員
の
指
導
に
よ

り
、
気
道
の
確
保
や
人
口
呼
吸
、

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
方
法
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
操
作
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

▲ＡＥＤ（手前）を使った心肺蘇生法の講習

　

八
木
野
原
地
区
で
進
め
ら
れ
て

い
た
ほ
場
整
備
事
業
が
完
了
し
五

月
二
日
、
関
係
者
ら
が
出
席
し
て

竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
事
業
で
は
、
玉
葱
や
レ
タ
ス

な
ど
の
野
菜
栽
培
が
盛
ん
な
八
木

新
庄
・
野
原
・
徳
野
、榎
列
上
幡
多
・

下
幡
多
集
落
に
ま
た
が
る
水
田
や

農
道
、
水
路
な
ど
約
二
十
三
・
八

㌶
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

た
め
池
や
河
川
、
伏
流
水
な
ど

を
水
源
と
し
て
い
た
五
つ
の
水
利

組
織
を
統
合
し
管
理
経
費
を
削

減
、
二
か
所
の
揚
水
機
場
と
約

四
・
二
キ
ロ
㍍
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を

設
け
、
計
画
的
な
野
菜
栽
培
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
事
業
費
は
約
五
億
三
千
六
百 

万
円
。
平
成
十
二
年
に
工
事
を
開

始
し
、
こ
の
度
完
成
し
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
揚
水
機
場
に
隣
接
す

る
特
設
会
場
で
行
わ
れ
、
野
原
地

区
ほ
場
整
備
委
員
会
（
下
原
義

平
委
員
長
）
の
関
係
者
約
四
十
人

が
出
席
、
神
事
に
続
い
て
委
員
会

役
員
や
中
田
市
長
ら
八
人
が
記
念

碑
を
除
幕
し
て
竣
工
を
祝
い
ま
し

た
。

▲記念碑を除幕する関係者ら

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
淡
路
が
絵
画
を
寄
贈 Ａ

Ｅ
Ｄ
の
５
庁
舎
設
置
を
前
に
職
員
が
講
習

か
け
が
え
の
な
い
命
を
救
う
た
め
に

四
季
の
丘
団
地
が
作
品
賞
を
受
賞

23
・
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
整
備

野
原
地
区
ほ
場
整
備
が
完
成

　

島
内
女
性
の
社
会
奉
仕
団
体

「
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
淡
路
」

（
木
下
圭
子
会
長
）
か
ら
二
十
周

年
記
念
事
業
と
し
て
四
月
二
十
四

日
、
小
学
校
用
の
図
書
の
寄
贈
を

受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
同
事
業
実

行
委
員
会
（
原
節
子
代

表
）
の
役
員
五
人
が
市
長

室
を
訪
れ
、
市
内
十
七

小
学
校
用
へ
の
寄
贈
図
書

（
二
百
八
十
二
冊
）
の
目
録

を
中
田
勝
久
市
長
に
手
渡

し
ま
し
た
。

　

同
団
体
は
「
明
る
い
未
来
は
子

ど
も
の
笑
顔
か
ら
」
を
活
動
テ
ー

マ
と
し
、
洲
本
市
の
幼
稚
園
や
保

育
所
に
絵
本
、
淡
路
市
の
小
学
校

に
も
図
書
券
を
寄
贈
し
て
い
ま
す
。▲中田市長へ目録を手渡す原代表（左）

　

う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
に
満
ち

た
公
営
住
宅
と
し
て
南
あ
わ
じ
市

営
住
宅
「
四
季
の
丘
団
地
（
阿
万

塩
屋
町
）」
が
こ
の
ほ
ど
、
兵
庫

県
地
域
住
宅
政
策
協
議
会
の
作
品

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

建
物
は
、
子
ど
も
や
高
齢
者
へ

の
配
慮
と
し
て
人
と
車
と
を
分
離

す
る
た
め
、
木
造
低
層
の
住
宅
棟

を
円
環
状
に
配
置
。
中
央
の
中
庭

に
は
集
会
所
や
遊
具
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
建
物
外
壁
に
は

瓦
を
使
用
し
て
耐
久
性
を
高
め
、

オ
ー
ル
電
化
を
採
用
し
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
性
を
高
め
て
い
ま
す
。

▲四季の丘団地

 

情
報
公
開
制
度
と
個
人
情
報
保
護
制
度

　
　
　
　
　
　
実
施
状
況
を
公
表
し
ま
す

　

情
報
公
開
制
度
は
、
市
政
に
関

す
る
情
報
（
公
文
書
）
を
市
民
の

皆
さ
ま
か
ら
の
請
求
に
よ
り
開
示

す
る
制
度
で
す
。

　

個
人
情
報
保
護
制
度
は
、
市
が

保
有
す
る
個
人
情
報
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
管
理
ル
ー
ル
を
定
め
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
す
る
と
と
も

に
、
本
人
か
ら
の
請
求
に
よ
り
自

己
に
関
す
る
情
報
の
開
示
や
訂
正

な
ど
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
で
す
。

　

開
示
請
求
は
、
公
文
書
お
よ
び

個
人
情
報
を
保
有
し
て
い
る
課
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
手
続
き
を
行

う
ま
で
も
な
く
、
資
料
の
提
供
や

口
頭
で
の
説
明
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
た
だ

し
、
法
令
な
ど
に
よ
り
開
示
で
き

な
い
情
報
も
あ
り
ま
す
。

　

市
の
情
報
公
開
条
例
お
よ
び
個

人
情
報
保
護
条
例
で
は
、
こ
れ
ら

の
実
施
状
況
を
公
表
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
平
成
十
六
年
度
お

よ
び
十
七
年
度
中
の
実
施
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

情
報
公
開
制
度
に
よ
る
開
示

　

十
六
年
度
に
は
五
件
の
開
示
請

求
が
あ
り
、
全
件
部
分
開
示
し
ま

し
た
。
十
七
年
度
は
二
十
六
件
の

開
示
請
求
が
あ
り
、
十
一
件
を
全

部
開
示
、
十
二
件
を
部
分
開
示
、

二
件
を
不
開
示
と
し
、
一
件
の
取

下
げ
が
あ
り
ま
し
た
。

個
人
情
報
保
護
制
度
に
よ
る
開
示

　

十
七
年
度
に
は
四
件
の
開
示
請

求
が
あ
り
、
二
件
を
全
部
開
示
、

二
件
を
部
分
開
示
し
ま
し
た
。
ま

た
、
一
件
の
訂
正
請
求
が
あ
り
、

一
部
訂
正
を
行
い
ま
し
た
。な
お
、

十
六
年
度
は
請
求
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

市
政
情
報
の
提
供
な
ど

　

市
政
の
情
報
は
、
皆
さ
ま
に
市

政
へ
の
参
加
や
市
民
生
活
の
向
上

な
ど
に
役
立
て
て
い
た
だ
こ
う

と
、
広
報
紙
の
発
行
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
公
開
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
方
法
に
よ
っ
て
情
報
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　

情
報
公
開
お
よ
び
個
人
情
報
保

護
制
度
の
詳
し
い
内
容
は
、
総
務

課
☎
43
・
５
０
０
１
へ
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お知
らせ

市
内
局
番
を
確
か
め
て 

お
か
け
く
だ
さ
い 

広報 

2006.6.1発行

南あわじ市役所
総合窓口センター
　緑　庁舎☎44-3001
　西淡庁舎☎37-3011
　三原庁舎☎43-5021
　南淡庁舎☎50-3031
【中央庁舎】
総務部
　市長公室☎43-5002
　総務課☎43-5001
　防災課☎43-5006
　情報課☎43-5003
　さんさんネット☎43-2345
選挙管理委員会事務局☎43-5004
議会事務局☎43-5005
【緑庁舎】
健康福祉部
　福祉課☎44-3002
　長寿福祉課☎44-3005
　保険課☎44-3003
　健康課☎44-3004
【西淡庁舎】
産業振興部
　商工観光課☎37-3012
　水産振興課☎37-3013
都市整備部
　管理課☎37-3014
　建設課☎37-3015
　都市計画課☎37-3016
教育委員会（教育部）
　教育総務課☎37-3017
　学校教育課☎37-3018
　人権教育課☎37-3019
　生涯学習文化振興課☎37-3020
【三原庁舎】
市民生活部
　市民課☎43-5023
　税務課☎43-5022
　生活環境課☎43-5024
農業振興部
　農林振興課☎43-5025
　農地整備課☎43-5026
　地籍調査課☎43-5027
　農業共済課☎42-6210
農業委員会事務局☎43-5029
【南淡庁舎】
財務部
　財政課☎50-3033
　管財課☎50-3034
　国体推進室☎50-3036
上下水道部
　企業経営課☎50-3037
　水道課☎50-3038
　下水道課☎50-3039
会計課☎50-3040

松
く
い
虫
航
空
防
除
を
実
施
し
ま
す

　

松
く
い
虫
航
空
防
除
で
使
用
す

る
ス
ミ
パ
イ
ン
乳
剤
は
、
現
在
使

用
さ
れ
て
い
る
殺
虫
剤
の
中
で
は

人
畜
に
対
す
る
毒
性
が
最
も
少
な

い
薬
で
す
。

　

散
布
も
安
全
な
方
法
で
行
い
ま

す
が
、
一
層
の
安
全
を
図
る
た

め
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

①
散
布
中
、
そ
の
周
辺
で
は
飲
食

物
や
干
物
を
野
外
に
出
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

②
散
布
当
日
は
、
そ
の
区
域
の
森

林
に
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

③
果
樹
園
、
野
菜
等
の
栽
培
地
や

道
路
脇
は
避
け
て
行
い
ま
す

が
、
万
一
薬
剤
が
野
菜
や
車
等

に
直
接
か
か
っ
た
場
合
は
、
早

め
に
散
水
し
て
く
だ
さ
い
。

※
雨
天
等
に
よ
り
順
延
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

問
洲
本
農
林
水
産
振
興
事
務
所
☎

26
・
２
１
０
２
、
市
役
所
農
林

振
興
課
☎
43
・
５
０
２
５

収穫体験
玉ねぎ ６月上旬まで

ジャガイモ ６月上旬～中旬

ピーマン ６月中旬～10月下旬

ナス ６月中旬～10月下旬

トマト ８月下旬まで

◆開園時間＝ 9:00 ～ 18:00   ◆入園料＝大人 800円／小人 400円  ◆電話＝ 43-2626

甍い
ら
か

街
な
み
景
観
の
形
成
へ

　
淡
路
瓦
屋
根
工
事
に
奨
励
金

▽
対
象　

次
の
す
べ
て
の
条
件
に

該
当
す
る
方
。
①
淡
路
島
内
で

生
産
さ
れ
た
瓦
を
使
用
②
屋

根
工
事
面
積
が
20
㎡
以
上
で
、

葺
き
替
え
の
場
合
は
瓦
使
用

部
分
の
80
％
以
上
を
葺
き
替

え
③
店
舗
等
併
用
住
宅
の
場

合
は
住
居
部
分
が
２
分
の
１

以
上

▽
奨
励
金
額　

屋
根
工
事
費
の
20

％
以
内
。
次
表
の
と
お
り
屋
根

工
事
面
積
に
よ
っ
て
限
度
額

が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
改
築
の

場
合
は
そ
の
２
分
の
１
の
額

と
な
り
ま
す
。

▽
申
請
方
法　

総
合
窓
口
セ
ン
タ

ー
に
備
え
付
け
の
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
商
工
観
光

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
商
工
観
光
課
☎
37
・
３
０
１
２

　

５
月
14
日
、
南
淡
公
民
館
で
南

あ
わ
じ
市
連
合
自
治
会
総
会
が
行

わ
れ
、
次
の
方
々
が
18
年
度
の
役

員
に
決
ま
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

会　

長　

芝　
　

壽と
し
ひ
ろ浩（

福　

良
）

副
会
長　

山
野　
　

均
ひ
と
し（

倭　

文
）

副
会
長　

大
石　

忠た
だ
お男（　

湊　

）

副
会
長　

丹に

わ羽　

啓あ
き
ひ
ろ裕（

榎　

列
）

副
会
長　

榎
本　

悟ご
ろ
う朗（
潮
美
台
）

会　

計　

西
川　

正ま
さ
ひ
さ久（
広　

田
）

会
計
監
査　

内
原
三み
ち
は
る

千
治（
津　

井
）

会
計
監
査　

藤
川　

誠せ
い
じ二（　

市　

）

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
地
場
産
業
の
振
興
と
甍
街
な
み
景
観
の
形
成
を

目
的
に
、
淡
路
瓦
を
使
用
し
た
建
物
の
新
築
・
改
築
を
し
た
建
築
主

に
対
し
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

園内では動物・植物との
    ふれあいを楽しめます

　イングランドの丘を市内外の人にＰＲし、イベントを盛り
あげるサポーターを募集します。入場料が平日・土曜日は無
料、日曜・祝日は半額となる年間パスポートを発行します。
ご家族や友人とのふれあいの場としてもご活用ください。
◆申込み　西淡庁舎・商工観光課窓口まで
◆持参品　①写真（※概ね3×3㎝。普通紙での印刷写真等可）
　②50円（材料費）③市民であることが確認できるもの（免許証等）
問商工観光課☎37-3012

市民サポーターの募集
人
気
者
・
ケ
ヅ
メ
リ
ク
ガ
メ

地域 日程 時間 面積
湊・阿那賀・
沼島

６月６日（火）
６月27日（火） 午

前
５
時
〜
８
時

352ha

中条中筋・中
条徳原・湊・
志知・伊加利・
福良

６月７日（水）
６月28日（水）

563ha

慶野松原 ６月８日（木） 25ha

▲ヘリコプターによる航空防除

市
・
県
民
税
の
税
制
改
正
等
に
つ
い
て

第
１
期
の
納
付
は

　
６
月
30
日
（
金
）
ま
で

　

平
成
18
年
度
個
人
市
・
県
民
税

の
納
税
通
知
書
を
６
月
中
旬
に
お

届
け
し
ま
す
。

　

市
・
県
民
税
の
納
期
は
、
６
月
、

８
月
、
10
月
、
翌
年
１
月
の
４
回

で
す
。 

※
全
期
前
納
さ
れ
る
場
合
は
、
６

月
30
日
を
過
ぎ
る
と
報
奨
金

額
が
変
わ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

課
税
の
対
象

　

市
・
県
民
税
が
か
か
る
方
は
、

18
年
１
月
１
日
現
在
、
南
あ
わ
じ

市
に
お
住
ま
い
で
17
年
中
に
一
定

の
所
得
が
あ
る
方
。
１
月
２
日
以

降
に
南
あ
わ
じ
市
外
に
転
出
さ
れ

た
方
、
１
月
２
日
以
降
に
亡
く
な

ら
れ
た
方
も
、
18
年
度
分
ま
で
は

南
あ
わ
じ
市
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
市
・
県
民
税
は
、
17
年

１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
１
年
間
の

所
得
を
も
と
に
算
出
さ
れ
、
均
等

割
と
所
得
割
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
前
年
中
に
退
職
さ
れ
、
以
降

働
か
れ
て
い
な
い
方
で
も
、
前
年

退
職
ま
で
の
所
得
に
よ
り
課
税
さ

れ
ま
す
。

※
18
年
度
か
ら
の
改
正
内
容
は
左

表
の
と
お
り
。

問
税
務
課
☎
43
・
５
０
２
２

市・県民税の改正内容
①老年者控除の廃止（48万円→０円）
②公的年金控除額の引き下げ（所得税と同じ）
③老年者非課税措置の廃止（ただし経過措置と
　して18年度は1/3課税。県民緑税は対象外）
④定率減税の半減（１5% → 7.5％）
⑤配偶者に対する均等割減税の廃止（18年度
　から全額課税4,800円。内 800円は県民
　緑税）
⑥県民緑税（800円）の創設
⑦市県民税非課税限度額の改正
【均等割】
　◆控除対象配偶者及び扶養親族のいずれも
　　有しない場合･･･ 28 万円（変更なし）
　◆控除対象配偶者もしくは扶養親族を有す
　　場合･･･ 28 万円×（控除対象配偶者＋扶養親
　　族数＋本人）＋ 16.8 万円（改正前17.6 万円）
【所得割】
　◆控除対象配偶者及び扶養親族のいずれも
　　有しない場合･･･ 35 万円（変更なし）
　◆控除対象配偶者もしくは扶養親族を有す
　　場合･･･ 35 万円×（控除対象配偶者＋扶養
　　親族数＋本人）＋ 32万円（改正前35万円）

屋根工事面積 上限額

110㎡未満 10万円

110㎡以上
150㎡未満

15万円

150㎡以上 20万円

航空防除の日程表

市
連
合
自
治
会

　
役
員
が
決
ま
る

奨励金の限度額

企
業
団
地
の
販
売　
優
遇
措
置
も
あ
り

　

産
業
の
活
性
化
と
雇
用

の
充
実
を
図
る
た
め
、
企

業
団
地
（
榎
列
）
を
分
譲

し
て
い
ま
す
。

　

土
地
取
得
や
新
規
従
業

員
雇
用
な
ど
に
は
優
遇
措

置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
工

場
等
の
新
増
設
、
事
業
拡

張
を
計
画
中
の
方
、
ま
た

情
報
を
お
持
ち
の
方
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
管
財
課
☎
50
・
３
０
３
４

◆応募期間　９月29日（金）まで
◆応募基準　各家庭やグループで取り組
　んでいる花づくり活動（花壇、庭、生
　け垣等）
◆応募方法　生活環境課、淡路県民局備
　え付けの応募用紙に必要事項を記入の
　うえ、花や緑の最も美しい時期のカラー

　写真３枚以上を添付
◆審査方法　家庭・学校・職域・コミュ
　ニティ各部門で審査し、最優秀賞・優
　秀賞・各部門賞を選考のうえ、表彰
問（財）淡路21世紀協会☎24-2001、
　NPOあわじ緑花協会☎42-5111

「あわじ花と緑のコンクール」の作品募集

視
覚
・
聴
覚
・
言
語
に
障
害
の
あ
る
方
へ
の
講
座

　

視
覚
・
聴
覚
・
言
語
に
障
害
が

あ
り
、
義
務
教
育
修
了
年
齢
以
上

の
方
を
対
象
に
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文

化
等
の
各
種
教
室
を
年
に
数
回
開

催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
教
室
の
講

座
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
▽
視
覚
障
害
＝
青
い
鳥
学
級

事
務
局
（
淡
路
市
教
委
内
）
☎

０
７
９
９
・
64
・
２
５
２
０
▽
聴
覚
・

言
語
障
害
＝
く
す
の
木
学
級
事
務

局
（
南
あ
わ
じ
市
教
委
内
）
☎
37
・

３
０
２
０
、
F 

37
・
３
０
４
０

▲南あわじ市企業団地（榎列上幡多）



農
業
教
室
を
開
催

女
性
農
業
者
向
け
教
室

▽
対
象　

市
内
在
住
の
農
業
に
携

わ
る
女
性　

50
人
程
度

▽
内
容　

農
業
の
基
礎
知
識
（
土

づ
く
り
、
気
象
等
）、
年
金
・

社
会
保
障
制
度
、
税
な
ど
に
つ

い
て
学
習
。
調
理
実
習
や
視
察

研
修
な
ど
も
予
定

▽
開
講　

７
月
予
定
。
年
10
回
程

度

お知らせ
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会議日 　会議内容（予定）

本
会
議

第１日 ６月６日（火）午前10時

１、平成 18 年度一般会計、
特別会計補正予算案上程

２、条例案上程
３、その他の案件上程

第２日 ６月13日（火）午前10時
一般質問

第３日 ６月14日（水）午前10時

第４日 ６月15日（木）午前10時
１、一般質問
２、追加議案上程

予備日 ６月16日（金）午前10時
第５日 ６月23日（金）午前10時 各常任委員会審査報告・表決

委
員
会

総 務 常 任 委 員 会
６月 21日（水）
午前10時

付託議案の審査文教厚生常任委員会
６月 19日（月）
午前10時

産業建設常任委員会
６月 20日（火）
午前10時

◆議場での傍聴
・中央庁舎 3階議場にお越しください（傍聴規則を遵守していた
だきます）

◆インターネットによる中継
・ご自宅のパソコンから議会・委員会中継をご覧いただけます。南
あわじ市ホームページ（http://www.city.minamiawaji.hyogo.
jp/）トップページ上部の「議会」ボタンをクリック

◆テレビ中継
・テレビ設置場所は、中央庁舎 1階ロビー、緑庁舎１階ロビー、
緑市民センター1階ロビー、西淡庁舎1階ロビー、西淡第2庁
舎１階、三原庁舎 1階ロビー、三原公民館 1階ロビー、南淡庁
舎1階ロビー、南淡公民館1階ロビー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　議会事務局　☎43-5005

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
農
業
に
意
欲
的
に
取
り
組
も
う
と
お
考
え
の

方
を
対
象
に
農
業
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

女
性
と
新
規
就
農
者
等
を
対
象

農
地
を
有
効
に
活
用
し
ま
し
ょ
う

農
地
を
貸
し
た
い
、
借
り

た
い
方
は
ご
連
絡
を

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
農
地
の
有

効
利
用
と
遊
休
農
地
の
発
生
の
抑

制
を
図
る
た
め
、
農
地
情
報
台
帳

を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
台
帳
は
、
耕
作
す
る
こ
と

が
困
難
と
な
っ
た
農
地
の
情
報
を

集
約
・
整
理
し
て
、
規
模
拡
大

を
図
る
農
家
の
方
に
情
報
を
提
供

し
、
利
用
権
の
設
定
を
促
進
し
よ

う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

農
地
を
貸
し
た
い
、
借
り
た
い

と
お
考
え
の
方
は
農
林
振
興
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

耕
作
放
棄
田
の
保
全
作
業

に
補
助
金

　

耕
作
放
棄
地
な
ど
の
草
生
地
で

は
、
野
菜
害
虫
が
多
発
し
、
周
辺

の
野
菜
畑
に
大
き
な
被
害
が
出
て

し
ま
い
ま
す
。

　

市
で
は
「
耕
作
放
棄
田
保
全
事

業
」
を
実
施
し
、
耕
作
放
棄
さ
れ

た
農
地
の
保
全
作
業
に
対
し
て
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

▽
補
助
金
額　

10
ア
ー
ル
あ
た
り

１
万
円
（
そ
れ
以
外
の
経
費
は

地
権
者
負
担
と
な
り
ま
す
）

▽
管
理
内
容　

草
刈
り
・
す
き
込

み
等

▽
事
業
主
体　

地
元
農
会
（
補
助

金
・
負
担
金
の
受
取
、
管
理
者

へ
の
依
頼
等
）

農
振
農
用
地
の
除
外
申
出

は
６
月
末
ま
で

　

農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
を

農
地
以
外
の
用
途
に
転
用
す
る
場

合
は
、
あ
ら
か
じ
め
除
外
手
続
が

必
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
農
地
の
位
置
や
計
画

に
よ
っ
て
は
受
付
で
き
な
い
も
の

も
あ
り
ま
す
。

▽
受
付
期
間　

６
月
30
日
（
金
）

ま
で

定
年
退
職
者
・
新
規
就
農

者
向
け
教
室

▽
対
象　

概
ね
40
〜
60
歳
代
の
方

で
、
定
年
後
に
本
格
的
に
農
業

に
取
り
組
も
う
と
お
考
え
の

方
、
生
き
が
い
と
し
て
農
業
に

新
た
に
取
り
組
み
た
い
方
、
新

規
就
農
し
た
い
方

▽
内
容　

受
講
者
の
要
望
を
調
査

（
申
込
み
時
に
ア
ン
ケ
ー
ト
）

し
、
意
向
に
沿
っ
て
実
施

▽
開
講　

７
月
予
定
。
年
６
回
程
度

◆
申
込
み　

６
月
30
日
ま
で

に
農
林
振
興
課
（
☎
43
・

５
０
２
５
）
ま
で

問
農
林
振
興
課
☎
43
・
５
０
２
５

不・

・

・

・

法
投
棄
は
犯
罪
で
す

地
域
の
環
境
に
悪
影
響

　

不
法
投
棄
の
被
害
が
多
い
の

は
、
林
道
わ
き
、
河
川
敷
や
橋
の

下
、
道
路
待
避
所
な
ど
、
人
の
目

に
付
き
に
く
く
車
で
乗
り
入
れ
や

す
い
場
所
で
す
。

　

捨
て
ら
れ
る
物
は
、
家
具
、
布

団
、台
所
用
品
、家
電
品
、タ
イ
ヤ
、

自
転
車
と
い
っ
た
日
常
の
生
活
用

品
や
弁
当
の
食
べ
残
し
、
危
険
物

（
農
薬
や
油
類
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

ボ
ン
ベ
、
消
火
器
な
ど
）、
事
業

所
の
廃
材
な
ど
多
種
多
様
で
す
。

　

不
法
投
棄
に
よ
っ
て
捨
て
ら
れ

た
ご
み
は
、
景
観
上
見
苦
し
い
だ

け
で
な
く
悪
臭
や
害
虫
が
発
生
す

る
な
ど
、
地
域
の
環
境
に
悪
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。

「
ち
ょ
っ
と
面
倒
」
が

「
み
ん
な
の
面
倒
」
に

　

不
法
投
棄
は
、
引
っ
越
し
で
一

度
に
多
量
の
ご
み
が
出
た
り
、「
分

別
が
面
倒
」「
決
め
ら
れ
た
日
に

出
せ
な
か
っ
た
」「
引
き
取
り
先

を
探
す
の
が
面
倒
」「
処
分
費
用

が
も
っ
た
い
な
い
」「
車
内
に
ご

み
を
置
い
て
お
き
た
く
な
い
」
な

ど
、
モ
ラ
ル
を
欠
い
た
自
分
勝
手

な
理
由
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
、
5
年
以
下
の
懲

役
や
罰
金
１
千
万
円
以
下
の
罰
則

の
あ
る
犯
罪
で
す
。
ま
た
、
産
業

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
は
さ
ら
に
重

い
罰
則
に
な
り
ま
す
。

　

ご
み
の
不
法
投
棄
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
ご
み
を
捨
て
ら
れ
た
場

所
の
周
辺
住
民
や
土
地
の
管
理
者
は
大
変
迷
惑
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
捨
て
ら
れ
た
ご
み
の
処
理
に
は
た
く
さ
ん
の
労
力
と
経
費

が
必
要
で
す
。

日
ご
ろ
か
ら

　
　
　
き
れ
い
に
し
よ
う

　

不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
は
、
捨

て
た
人
が
分
か
れ
ば
、
当
然
そ
の

人
に
処
理
し
て
も
ら
い
ま
す
が
、

土
地
の
所
有
者
や
管
理
者
も
、
定

期
的
に
除
草
し
た
り
フ
ェ
ン
ス
な

ど
で
車
が
入
れ
な
い
よ
う
に
し
た

り
し
て
、
ご
み
を
捨
て
に
く
い
よ

う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
地
域
の
皆
さ
ん
で
ま
ち
を
い

つ
も
き
れ
い
に
し
て
お
く
こ
と
も

大
切
で
す
。

問
生
活
環
境
課
☎
43
・
５
０
２
４

▲ガードレール下に捨てられたごみ

▲ごみの回収には労力と経費が必要

児
童
手
当
の
現
況
届
は　
　
　

　
　
６
月
16
日
ま
で
に
総
合
窓
口
へ

　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て

い
る
方
は
、
６
月
16
日
（
金
）
ま

で
（
土
日
は
除
く
）
に
「
児
童

手
当
現
況
届
」
を
総
合
窓
口
セ
ン

タ
ー
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ

れ
に
よ
り
引
き
続
き
手
当
を
受
け

ら
れ
る
か
ど
う
か
確
認
し
ま
す
。

　

届
出
が
な
い
場
合
、
6
月
分
以

降
の
児
童
手
当
が
一
時
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。

　

ま
だ
手
当
を
申
請
さ
れ
て
い
な

い
方
や
、
所
得
制
限
等
で
手
当
が

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
は
、
新
た

に
認
定
請
求
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。

受給者全員 現況届（郵送されます）、印鑑（認印）

厚生年金加入の方
受給者本人の健康保険証、または事業所
が証明する年金加入証明（様式は市ホー
ムページからダウンロードできます）

平成18年１月２
日以降に南あわじ
市へ転入された方

平成18年 1月 1日に住所のあった市
区町村長が発行する18年度の所得証明
（17年分所得）

児童と住民票が別
の方

監護・生計同一申立書、児童の属する世
帯全員の住民票の写し（児童の住所が南
あわじ市の区域外にある場合に必要）

有
害
鳥
獣
の
駆
除　
　
山
林
周
辺
は
ご
注
意
を

　

山
林
周
辺
で
鹿
・
猪
に
よ
る
被

害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
地
元
か

ら
の
要
望
も
あ
り
、
次
の
日
程
で

猟
友
会
に
よ
り
銃
器
、
ワ
ナ
に
よ

る
鹿
・
猪
の
捕
獲
を
実
施
し
ま
す
。

　

捕
獲
期
間
中
は
、
山
林
周
辺
へ

立
ち
入
ら
な
い
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。

◆
期
間

　

６
月
１
日（
木
）〜
７
月
11
日（
火
）

◆
場
所　

▽
伊
加
利
・
志
知
地
区

▽
中
筋
・
徳
原
・
中
山
地
区

▽
八
木
・
神
代
地
区

▽
賀
集
・
北
阿
万
・
阿
万
・
灘
地
区

問
農
林
振
興
課
☎
43
・
５
０
２
５

豊
か
な
む
ら
を

　

災
害
か
ら
守
る
月
間

　

６
月
は
「
豊
か
な
む
ら
を
災
害

か
ら
守
る
月
間
」
で
す
。
梅
雨
や

台
風
の
時
季
な
ど
の
災
害
に
備

え
、
た
め
池
を
見
回
る
な
ど
、
防

災
対
策
を
。
山
崩
れ
や
地
す
べ
り

に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

現況届の提出書類
６
月
１
日
か
ら

 

市
職
員
エ
コ
ス
タ
イ
ル

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
推
進
す
る
た
め
、
職
員
の

軽
装
（
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
等
）
を
６

月
１
日
か
ら
９
月
末
ま
で
行
い

ま
す
。

2006.6.1発行
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お知らせ

各
種
大
会
結
果　
（
敬
称
略
）

◆
淡
路
だ
ん
じ
り
唄
コ
ン
ク
ー
ル

（
４
月
23
日
五
色
文
化
ホ
ー
ル
）

【
祭
り
、
保
存
、
継
承
の
部
】
①
福
井
祭

礼
団
②
筒
井
町
内
会
③
賀
集
町
内
会

【
愛
好
の
部
】
①
南
谷
壇
尻
唄
保
存
会
（
洲

本
市
）
②
五
色
之
姫
（
同
）

【
少
年
、少
女
の
部
】
①
鮎
原
小
学
校
（
若

鮎
会
）
②
福
井
子
供
会
祭
礼
団

◆
サ
ン
ラ
イ
ズ
淡
路
旗
少
女
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
５
月
４
日
サ
ン

ラ
イ
ズ
淡
路
）

①
う
し
お
少
女
Ｖ
Ｃ
②
洲
三
ジ
ュ
ニ
ア

Ｖ
Ｃ
③
賀
集
少
女
Ｖ
Ｃ
、
江
井
ビ
ュ
ー

テ
ィ
ー
ユ
ニ
オ
ン

◆
緑
地
区
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
（
5
月
14
日
サ
ン
ラ
イ
ズ
淡
路
他
）

①
中
筋
②
み
ど
り
が
丘
③
広
田
上
、
庄
田

◆
西
淡
地
域
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
（
５
月
14
日
西
淡
グ
ラ
ウ
ン
ド
他
）

【
1
部
】
①
丸
山
②
松
帆
古
津
路
③
津
井

西
本
村
・
本
村
、
伊
加
利
【
２
部
】
①

湊
西

◆
三
原
地
域
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
（
５
月
14
日
三
原
健
康
広
場
他
）

【
1
部
】
①
小
路
②
上
八
木
Ａ
③
帰
守
、

寺
内
【
２
部
】
①
三
条
Ａ
②
大
久
保
③

三
条
Ｂ
、
小
榎
列

◆
わ
ん
ぱ
く
相
撲
淡
路
場
所
（
５
月

５
日
津
名
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）
関
係
分

▽
１
年
①
神
田
啓
祐
（
榎
列
）
▽
４
年

②
島
田
聖
也
（
神
代
）
▽
５
年
女
子
①

岡
本
愛
菜
（
神
代
）
②
西
住
笑
奈
（
八
木
）

▽
６
年
①
山
本
哲
也
（
松
帆
）
②
福
岡

翔
輝
（
八
木
）
③
柏
木
健
太
（
榎
列
）

◆
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
県
春
季
優
勝

大
会
（
４
月
16
日
神
戸
総
合
運
動
公
園
）

【
男
子
シ
ニ
ア
45
歳
】
③
前
川
裕
一
・
真

野
哲
男
（
三
原
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
）

★
こ
の
欄
へ
の
掲
載
は
情
報
課
（
☎
43
・

５
０
０
３
）
ま
で

■
火
災
に
よ
る
死
者
が
急
増

 　

平
成
17
年
中
の
住
宅
火
災
に

よ
る
死
者
数
は
、
１
２
０
０
人
を

超
え
て
い
ま
す
。
建
物
火
災
の
う

ち
、
約
6
割
が
住
宅
火
災
で
、
犠

牲
者
の
約
９
割
が
住
宅
火
災
に
よ

り
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

火
災
に
よ
る
死
者
は
そ
の
半
数
以

上
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、
高

齢
化
の
進
展
に
よ
り
そ
の
割
合
は

さ
ら
に
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
消
防

法
が
改
正
さ
れ
、
一
戸
建
て
住
宅

や
店
舗
併
用
住
宅
、
共
同
住
宅
な

ど
の
居
住
部
分
に
「
住
宅
用
火
災

警
報
器
」
の
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合
で

も
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

及
び
維
持
」
の
基
準
を
定
め
ま
し

た
。
新
築
住
宅
に
は
平
成
18
年
6

月
1
日
か
ら
、
既
存
住
宅
に
は
平

成
23
年
6
月
1
日
か
ら
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

■
住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は

　

火
災
時
の
煙
や
熱
な
ど
を
自
動

的
に
感
知
し
、
警
報
音
や
音
声
で

火
災
を
知
ら
せ
る
機
器
で
す
。
天

井
用
と
壁
掛
け
用
が
あ
り
、
電
源

も
電
池
式
と
コ
ン
セ
ン
ト
式
が
あ

り
ま
す
。

　

消
防
用
設
備
取
扱
店
や
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
購
入
で
き
ま
す

（
消
防
署
で
は
販
売
し
て
い
ま
せ

ん
）。
値
段
は
６
０
０
０
円
か
ら

１
万
円
程
度
で
す
。

■
な
ぜ
設
置
す
る
の
か

　

総
務
省
消
防
庁
の
資
料
に
よ
る

と
、
住
宅
火
災
で
亡
く
な
っ
た
方

の
う
ち
、
約
７
割
は
逃
げ
遅
れ
が

原
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
時
間
帯

で
は
、
就
寝
時
間
帯
が
も
っ
と
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
火
災
に
早

く
気
づ
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
死

亡
事
故
の
何
割
か
は
防
げ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

東
京
消
防
庁
の
調
べ
で
は
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
が
作
動
し
た
場

合
は
、
そ
の
他
に
比
べ
、
住
宅
火

災
で
の
死
亡
者
数
が
約
１
／
３
に

減
少
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
火
災

を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
で

き
、
よ
り
早
く
避
難
や
通
報
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

■
ど
こ
に
設
置
す
る
の
か

　

最
低
限
、
寝
室
と
階
段
（
寝
室

が
２
階
以
上
の
場
合
）
に
設
置
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
下
図
参

照
）。
安
全
性
を
高
め
る
た
め
に
、

台
所
や
居
間
な
ど
に
も
順
次
設
置

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

問
淡
路
広
域
消
防
南
淡
分
署
☎

52
・
０
１
１
９
（
設
置
方
法
等
）、

　

県
立
淡
路
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
９
９
・
85
・
０
９
９
９

（
悪
質
訪
問
販
売
な
ど
）

悪質訪問販売にご用心 !!
 
　住宅用火災警報器を市価よりも高い
値段で売りつけようとするなど、悪質
な訪問販売業者の事例が全国で報告さ
れています。消防署職員、公的機関の
職員などが、一般の家庭や事業所など
を訪問して火災警報器などの防災用品
を売り歩くことは、絶対にありません。
また、特定の業者に販売を委託するこ
ともありません。服装や話術にだまさ
れないよう、十分ご注意ください。警
報器は自分で買いに行きましょう。

■悪質業者の話術例
•すぐに住宅用火災警報器を取付けなけ
 ればなりません
•市価よりも安い価格で販売しています
•取付けてないのは、お宅だけです
•消防署の方から来ました

※おかしいなと思ったら、その場で購
　入の判断をせずに、上記問い合わせ
　先にご連絡ください。なお、住宅用
　火災警報器はクーリング・オフ制度
　の対象商品であり、訪問販売の場合、
　８日間以内であれば、無条件解約で
　きます。

家
族
の
命
、
自
分
の
財
産
、
我
が
家
の
歴
史
・
・
・
火
災
で
大
切
な
も
の
を
失
わ
な
い
た
め
に

全
家
庭
に
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化

▲天井設置タイプの

火災警報器

　火災警報器の品質を保障

するものに、日本消防検定

協会の認定があります。購

入の目安として、下図のよ

うなＮＳマークが付いてい

るものを選びましょう。

【適用時期】
●新築住宅…
　平成18年 6月 1日から
●既存住宅…
　平成23年 6月 1日から

【住宅用火災警報器の設置場所】
●寝室…就寝に使用する部屋に設置します。
●階段…就寝に使用する部屋がある階の、階段の踊
　り場の天井または壁に設置します。ただし、一階
　など容易に避難できる階は除きます。
※７㎡（４畳半）以上の居室が５つ以上ある階には、
　廊下に火災警報器の設置が必要です

子
ど
も
部
屋
（
寝
室
）

階
段

主
寝
室

廊
下
（
※
）

「
祭
り
協
賛
金
」
に
ご
協
力
を

　

７
月
と
８
月
に
市
内
で
次
の
祭

り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

◆
慶
野
松
原
花
火
大
会

▽
日
程　

７
月
29
日
（
土
）

▽
場
所　

慶
野
松
原
周
辺

◆
福
良
湾
海
上
花
火
大
会

▽
日
程　

８
月
13
・
14
日（
日
・
月
）

▽
場
所　

福
良
湾
周
辺

◆
南
あ
わ
じ
フ
ェ
ス
タ
（
仮
称
）

▽
日
程　

８
月
26
・
27
日（
土
・
日
）

▽
場
所　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘

※
詳
細
は
７
月
広
報
で
掲
載

　

祭
り
の
実
行
委
員
会
で
は
、
事

業
所
等
に
協
賛
金
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
主
催
者
か

ら
の
「
協
賛
金
」
は
「
祭
り
の
紹

介
と
称
す
る
『
新
聞
広
告
宣
伝
』」

と
は
、
一
切
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

　

祭
り
に
関
し
て
の
広
告
宣
伝
、

協
賛
依
頼
で
何
か
疑
問
を
感
じ
ら

れ
ま
し
た
ら
、
商
工
観
光
課
（
☎

37
・
３
０
１
２
）
ま
た
は
市
長
公

室
（
☎
43
・
５
０
０
２
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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は
「
山
田
脩
二
・
淡
路
か
わ
ら
房
」

を
設
立
、
屋
根
瓦
を
地
面
に
敷
き

詰
め
る
な
ど
、
淡
路
伝
統
の
「
い

ぶ
し
瓦
」
を
素
材
に
し
た
独
自
の

ア
ー
ト
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

◆
北
川
富
嗣
さ
ん
（
賀
集
）
に

　

商
工
功
労

　

昭
和
六
十
二
年
南
淡
町
商
工
会

理
事
、
平
成
十
三
年
か
ら
は
同
会

長
に
就
任
し
、
組
織
強
化
と
新
規

会
員
確
保
に
尽
力
。「
南
淡
ま
つ

り
」
や
「
う
ず
し
お
マ
ラ
ソ
ン
全

国
大
会
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
通

じ
て
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
ま

し
た
。
南
あ
わ
じ
市
商
工
会
誕
生

に
も
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

◆
坂
本
哲
也
さ
ん
（
福
良
）
に

　

ま
ち
づ
く
り
功
労

　

昭
和
五
十
年
に
設
計
会
社
を
設

立
、
平
成
七
年
の
阪
神
淡
路
大
震

災
に
は
個
人
住
宅
の
危
険
度
判

定
や
住
宅
の
改
修
補
強
相
談
に
率

先
し
て
協
力
、
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和

五
十
九
年
か
ら
は
県
建
築
設
計
事

務
所
協
会
淡
路
支
部
理
事
に
就

任
、
会
員
の
建
築
知
識
の
向
上
に

努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
中
田
勝
久
市
長
（
榎
列
）
に

　

自
治
功
労

　

平
成
六
年
三
原
町
長
に
当
選
、

以
後
三
期
に
わ
た
り
三
原
町
政
を

推
進
。
そ
の
間
、
農
業
公
園
を
計

画
、
開
園
に
力
を
注
ぎ
、
ほ
場
整

備
で
は
十
地
区
四
〇
七
㌶
を
事
業

着
手
に
導
き
ま
し
た
。

1415

まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
公

聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
０
０
３（
情
報
課
）

　

県
政
の
推
進
や
公
共
の
福
祉
に

功
労
の
あ
っ
た
方
、
広
く
県
民
の

模
範
と
な
っ
た
方
々
に
「
兵
庫
県

功
労
者
表
彰
」が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

◆
奥
井
光
子
さ
ん
（
賀
集
）、

　

登
里
倭し

ず
え江
さ
ん
（
津
井
）
に

　

女
性
・
消
費
生
活
功
労

　

奥
井
さ
ん
は
、
平
成
三
年
か

ら
三
原
郡
連
合
婦
人
会
役
員
に

就
任
、
同
七
年
に
は
副
会
長
、
同

十
三
年
か
ら
は
会
長
、
同
年
県
連

合
婦
人
会
理
事
に
就
き
活
躍
中
。

婦
人
会
活
動
を
通
じ
て
女
性
の
地

位
向
上
に
尽
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

登
里
さ
ん
は
、
昭
和
六
十
三
年

に
西
淡
町
い
ず
み
会
副
会
長
に
就

任
、
平
成
二
年
に
は
会
長
、
同
六

年
に
は
県
い
ず
み
会
理
事
、
同
八

年
か
ら
は
同
副
会
長
に
就
き
活
躍

中
。
食
生
活
改
善
運
動
の
推
進
と

女
性
の
地
位
向
上
に
尽
く
さ
れ
て

い
ま
す
。

◆
山
田
脩
二
さ
ん
（
津
井
）
に

　

文
化
功
労

　

昭
和
三
十
七
年
か
ら
二
十
年
間

フ
リ
ー
の
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
活

躍
。
同
五
十
七
年
、
写
真
家
に
終

止
符
を
宣
言
し
て
津
井
で
粘
土
瓦

の
製
造
を
開
始
、
同
五
十
九
年
に

お
め
で
と
う

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

南
あ
わ
じ
市
花
づ
く
り
協
会
が
誕
生

　

四
月
二
十
二
日
、
南
あ
わ
じ
市

花
づ
く
り
協
会（
安
田
安や

す
よ
し義

会
長
、

加
盟
百
団
体
）
の
設
立
総
会
が
三

原
公
民
館
で
行
わ
れ
、
関
係
者
約

二
百
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

色
と
り
ど
り
の
花
で
飾
ら
れ
た

会
場
で
、
規
約
や
役
員
の
選
任
、

事
業
計
画
な
ど
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

　

安
田
会
長
は
「
花
を
見
れ
ば

心
が
美
し
く
な
る
。
住
み
よ
い
南

あ
わ
じ
市
づ
く
り
に
貢
献
す
る
た

め
、
一
本
で
も
多
く
の
花
を
植
え

ま
し
ょ
う
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
記
念
講
演
で

は
、
小
野
市
ガ
ー
デ
ン
プ
ラ
ン
ナ

ー
の
田
中
佳
代
子
さ
ん
が
、
手
入

れ
の
し
や
す
い
花
壇
の
作
り
方
な

ど
、
具
体
的
な
事
例
を
話
さ
れ
ま

し
た
。

　家庭の庭や地域の人が管理している花壇などを一斉に

公開し、花を通じて交流を深めてもらおうと、「第５回

あわじオープンガーデン」（嶋一史代表）が５月６・７・

13 ･ 14 日に島内 61か所で開催されました。

　会場では来場者がガーデナーに花の名前などを尋ねなが

らゆっくりと鑑賞。ガーデナーは「来てくれた人からいろ

いろと教わることも多い」と話していました。

みどり子どもまつり遊びから交流を深めよう
　日ごろ、地域のおじさん・おばさんとふれあう機会の少ない子ども

たちに、遊びを通じて交流してもらおうと「みどり子どもまつり」（緑

民生委員・児童委員協議会主催、平池啓子会長）が５月 13日、緑市

民センターで開催され、小学３年生までの児童 150 人が参加しまし

た。紙芝居や工作、ヨーヨー釣り、綿菓子コーナーなどに子どもたち

は目を輝かせていました。平池会長は「多くのボランティアの人たち

が賛同してくれた。来年も続けたい」と話していました。
▲エプロンシアターに夢中の子どもたち ▲ガーデナーの庭を観賞する来場者

あわじオープンガー
デン花を通じて交流が広がる

▲道路沿いの花壇の手入れをする花作りグループ（北阿万）
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手
作
り
講
座
「
現
地
め
ぐ
り
」

市
内
の
魅
力
を
再
発
見

　

地
元
の
身
近
な
史
跡
を
回
り
、

歴
史
や
文
化
財
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
、
南
淡
図
書
館
主
催
の
「
手

作
り
講
座　

現
地
め
ぐ
り
」
が
四

月
三
十
日
に
行
わ
れ
、
三
十
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

元
教
師
で
陶
芸
家
の
徳
田
壽
春

さ
ん
（
福
良
）
を
講
師
に
、
成
相

寺
や
国
分
寺
、
護
国
寺
、
海
軍
予

科
訓
練
生
慰
霊
碑
を
バ
ス
で
回
り

ま
し
た
。

　

成
相
寺
で
は
国
指
定
重
要
文
化

の
た
め
に
つ
く
し
た
人
を
称
え
る

「
春
の
叙
勲
」。
開
業
助
産
師
の
野

村
つ
る
ゑ
さ
ん
（
福
良
）
が
瑞
宝

双
光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

野
村
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
年
に

地
元
で
助
産
所
を
開
設
し
、
南
淡

町
立
母
子
セ
ン
タ
ー
開
設
後
は

　

長
年
に
わ
た
り
国
家
・
公
共

　

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ド

イ
ツ
大
会
日
本
代
表
メ
ン
バ
ー

に
、
加
地
亮
選
手
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
加
地
選
手
は
、
南
あ
わ
じ
市

湊
出
身
で
ガ
ン
バ
大
阪
所
属
。

　

市
で
は
、
五
月
十
五
日
午
後
二

時
の
代
表
発
表
に
あ
わ
せ
て
、
記

ま
ち
を
挙
げ
て
エ
ー
ル
を
送
る

加
地
亮
選
手
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
に

野
村
つ
る
ゑ
さ
ん
に
春
の
叙
勲

兵
庫
県
功
労
者
表
彰

財
の
木
造
薬
師
如
来
立
像
な
ど
を

拝
観
（
十
八
頁
に
関
連
記
事
）。

徳
田
さ
ん
か
ら
仏
教
の
成
り
立
ち

や
仏
像
の
美
術
的
な
魅
力
な
ど
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
参
加
者

は
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
、
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
普
段
な
か
な
か
お

目
に
か
か
れ
な
い
国
宝
を
拝
観
で

き
よ
か
っ
た
。
解
説
も
あ
り
、
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
」
と

喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

南
淡
図
書
館
で
は
今
後
も
、
郷

土
の
歴
史
や
自
然
な
ど
の
講
座
を

計
画
し
て
い
き
ま
す
。

念
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
。
加
地
選

手
の
母
・
久
子
さ
ん
、
市
サ
ッ
カ

ー
協
会
・
小
松
實
会
長
、
西
淡
・

湊
少
年
サ
ッ
カ
ー
・
早
川
益
弘
監

督
ら
関
係
者
約
五
十
人
が
出
席
。

テ
レ
ビ
放
送
で
代
表
入
り
が
決
ま

る
と
拍
手
と
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し

た
。

　

久
子
さ
ん
は
「
勝
利
に
結
び
つ

く
よ
う
な
プ
レ
ー
を
し
て
く
だ
さ

い
」
と
激
励
。
中
田
市
長
は
「
青

少
年
の
目
標
と
な
る
人
物
が
で
き

た
。
市
に
と
っ
て
は
最
高
の
誉
れ

で
す
」
と
喜
び
ま
し
た
。

▲野村さん▲大橋さん
▲加地亮選手▲説明を受けながら史跡を巡る参加者（成相寺）

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
各
庁
舎
に
横

断
幕
を
設
置
、
西
淡
庁
舎
総
合
窓

口
職
員
が
代
表
カ
ラ
ー
の
Ｔ
シ
ャ

ツ
を
着
用
し
て
、
応
援
し
て
い
ま

す
。
市
体
育
協
会
で
も
、
応
援
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
よ
う
と
、
寄

せ
書
き
用
の
国
旗
を
西
淡
庁
舎
の

教
育
委
員
会
に
備
え
付
け
、
開
催

前
に
久
子
さ
ん
に
手
渡
し
ま
す
。

　

試
合
が
行
わ
れ
る
六
月
十
二
、 

十
八
、二
十
三
日
（
日
本
時
間
）

に
は
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
主
催
で
ス

ク
リ
ー
ン
観
戦
会
が
西
淡
公
民
館

で
開
催
さ
れ
ま
す
（
十
七
頁
に
関

連
記
事
）。

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
応
援
し
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。

大
橋　
實
さ
ん
に
春
の
褒
章

貢
献
し
た
人
や
団
体
に
贈
ら
れ
る

褒
章
。
長
年
自
動
車
整
備
を
通

じ
て
産
業
経
済
の
発
展
に
貢
献
の

あ
っ
た
大
橋
實
さ
ん
（
市
）
が
黄

綬
褒
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

大
橋
さ
ん
は
、
五
十
年
以
上
に

わ
た
り
整
備
ひ
と
筋
に
歩
ま
れ
、

県
自
動
車
整
備
振
興
協
会
淡
路
支

部
長
を
十
年
間
務
め
、
技
能
向
上

に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

　
「『
人
は
人
に
生
か
さ
れ
、
人
の

た
め
に
生
き
る
』を
座
右
の
銘
に
、

仕
事
に
励
み
、
地
元
と
の
結
び
つ

き
を
深
め
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。

同
セ
ン
タ
ー
で
の
出
産
に
立
ち
合

い
、
こ
れ
ま
で
に
五
千
人
以
上
の

赤
ち
ゃ
ん
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

現
在
も
、
乳
児
の
訪
問
検
診
や
も

く
浴
な
ど
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

「
多
く
の
人
の
信
頼
を
い
た
だ
い

て
の
受
章
。
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
」
と
喜
び
を
語
ら

れ
ま
し
た
。

　

優
れ
た
業
績
を
重
ね
、
社
会
に
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法律相談（先着９人）
◆内容　市顧問弁護士による相談
◆日時　13日（火）13:30 ～ 16:30
　　　　27日（火）13:30 ～ 16:30
◆場所　三原市民センター１階小会議室
◆申込み　市民課☎43-5023予約必要
高齢者の総合相談
（年金・保険相談）

◆日時　16日 ( 金 ) 9:30 ～ 16:30
◆場所　県洲本総合庁舎
（法律相談）

◆日時　９日 (金 )、23日（金）
　　　　ともに 13:00 ～ 15:00
◆場所　県洲本総合庁舎
（申込み）
☎ 0120-36-7830
テレビ電話による相談
（法律相談）
◆日時　平日毎週木曜日 13:00 ～ 15:00
◆場所　県洲本総合庁舎
（交通事故相談）
◆日時　14日（水）10:30 ～ 16:00
◆場所　県洲本総合庁舎
（申込み）
☎ 0120-36-7830
司法書士会による相談
（法律・登記相談）
◆日時　20日（火）10:00 ～ 12:00
◆場所　県洲本総合庁舎
（多重債務者相談）
◆日時　26日（月）10:00 ～ 12:00
◆場所　県洲本総合庁舎
（申込み）

野
のぐちやすし

口泰嗣司法書士事務所☎ 26-3123
こころのケア相談
◆内容　心の悩みや病気に関すること
◆日時　７日（水）14:00 ～ 16:00
◆場所　南淡路健康福祉事務所（旧三原保健所）
◆申込み　☎ 52-0099予約必要

酒害相談
◆内容　アルコール依存症に関すること
◆日時　毎月第２金曜日 14:00 ～ 16:00
◆場所　南淡路健康福祉事務所（旧三原保健所）
◆申込み　☎ 52-0099予約必要

６月の
　無料相談

南
あ
わ
じ
市
民
ま
つ
り
名
称

　

８
月
26
・
27
日
（
土
日
）
に
、

南
あ
わ
じ
市
民
ま
つ
り
（
仮
称
：

南
あ
わ
じ
フ
ェ
ス
タ
）
を
開
催
し

ま
す
。
現
在
仮
称
に
な
っ
て
い
る

名
称
を
募
集
し
ま
す
。
採
用
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
、
抽

選
で
お
一
人
様
に
商
品
券
１
万
円

分
を
進
呈
し
ま
す
。

▽
申
込
み　

ハ
ガ
キ
に
名
称
と

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
明
記
の
う
え
、
南
あ

わ
じ
市
商
工
会
（
〒
６
５
６

―
０
４
７
４　

南
あ
わ
じ
市

市
市
２
９
９
―
２
、
☎
42
・

４
７
２
１
）
ま
で
郵
送
。

▽
申
込
締
切　

６
月
20
日
（
火
）

伊
加
利
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
臨
時
職
員

▽
勤
務
内
容　

看
護
師
業
務

▽
募
集
人
数　

１
人

▽
資
格　

看
護
師
・
准
看
護
師
の

資
格
を
有
す
る
者
で
55
歳
ま

で
の
健
康
な
人

▽
採
用
日　

６
月
中
旬

▽
募
集
期
限　

６
月
９
日
（
金
）

▽
勤
務
時
間　

午
前
９
時
30
分
〜

午
後
３
時
30
分
（
土
日
祝
日
を

除
く
）

▽
賃
金　

時
給
１
３
０
０
円
、
交

通
費
別
途
支
給
、
労
災
保
険
加
入

▽
選
考
方
法　

面
接
試
験
等

問
長
寿
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
５

国
民
宿
舎
慶
野
松
原
荘
・
慶
野

松
原
キ
ャ
ン
プ
場
ア
ル
バ
イ
ト

▽
期
間　

７
月
上
旬
〜
８
月
下
旬

▽
対
象　

18
歳
・
高
校
卒
業
以
上

▽
申
込
み　

慶
野
松
原
荘
☎
36
・

３
３
９
１
、
慶
野
松
原
キ
ャ
ン

プ
場
☎
36
・
５
９
５
９

南
あ
わ
じ
市
婦
人
共
励
会

◆
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
若
年
母
子

　

家
庭
の
つ
ど
い
参
加
者

▽
日
時　

７
月
30
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
３
時
頃

▽
場
所　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘

▽
内
容　

パ
ン
づ
く
り
等

▽
対
象
者　

中
学
生
ま
で
の
子
ど

も
を
も
つ
若
年
母
子
・
父
子
家

庭
等
の
親
子

▽
参
加
費　

１
世
帯
１
０
０
０
円

（
入
園
料
、
昼
食
、
体
験
料
含
む
）

◆
小
学
校
入
学
祝
品
の
申
請

▽
対
象
者　

今
年
４
月
に
入
学
し

た
母
子
・
父
子
家
庭
等
の
児
童

▽
内
容　

文
具
券
（
１
０
０
０
円
分
）

▽
必
要
書
類　

印
鑑
、
児
童
扶
養

手
当
証
書
ま
た
は
母
子
医
療

受
給
者
証
の
写

◆
申
込
み　

６
月
20
日
（
火
）
ま

で
に
南
あ
わ
じ
市
婦
人
共
励

会
事
務
局
（
福
祉
課
内
、
☎

44
・
３
０
０
２
）
へ

淡
路
青
少
年
海
洋
体
験

フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
者

▽
期
間　

７
月
１
日
（
土
）
〜
２

日
（
日
）
１
泊
２
日

▽
場
所　

国
立
淡
路
青
少
年
交
流

の
家
、
阿
万
海
水
浴
場

◆
親
子
で
海
洋
体
験

▽
内
容　

カ
ッ
タ
ー
体
験
、
ウ
ミ

ホ
タ
ル
の
観
察
、
う
ず
し
お
ク

ル
ー
ズ

▽
対
象　

小
学
生（
３
年
生
以
上
）

の
親
子
25
組

▽
参
加
費　

小
学
生
２
６
０
０

円
、保
護
者
３
２
０
０
円
（
予
定
）

◆
う
ず
し
お
カ
ッ
タ
ー
レ
ー
ス

▽
内
容　

カ
ッ
タ
ー
レ
ー
ス
（
男

子
、
女
子
、
初
心
者
の
部
）
１

チ
ー
ム
10
人

▽
対
象　

学
生
・
社
会
人

▽
参
加
費　

チ
ー
ム
参
加
費

２
５
０
０
円
、
個
人
参
加
費

２
３
０
０
円
（
予
定
）

◆
申
込
み　

国
立
淡
路
青
少
年
交

流
の
家
☎
55
・
２
６
９
６

要
約
筆
記
養
成
講
座

　

要
約
筆
記
と
は
耳
の
聞
こ
え
の

不
自
由
な
方
に
書
い
て
伝
え
る
筆

記
通
訳
の
こ
と
で
す
。

▽
日
時　

６
月
15
日
〜
８
月
17
日

毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
〜
３

時
（
全
10
回
）

▽
場
所　

南
淡
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
募
集
人
数　

15
人
（
先
着
）

▽
資
料
代　

２
５
０
０
円

▽
申
込
み　

６
月
12
日
（
月
）
ま

で
に
淡
路
聴
覚
障
害
者
セ
ン

タ
ー
（
☎
24
・
３
８
５
０
）
へ

嵐ら
ん
せ
つ雪

翁
300
年
忌
記
念
事
業

　
「
梅
一
輪
一
輪
ほ
ど
の
あ
た
た

か
さ
」
を
詠
ん
だ
江
戸
時
代
の
俳

人
、
服
部
嵐
雪
の
三
百
年
忌
記
念

事
業
が
命
日
の
10
月
13
日
を
中
心

に
出
身
地
の
南
あ
わ
じ
市
で
行
わ

れ
ま
す
。

　

記
念
事
業
と
し
て
、
献
句
と
投

句
、
写
真
な
ど
を
掲
載
し
た
記
念

句
集
の
発
行
と
記
念
展
示
、
記

念
句
碑
建
立
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
同
事
業
委
員
会
で
は
記
念
事

業
の
た
め
の
協
賛
金
と
投
句
を
募

集
し
ま
す
。

▽
協
賛
金　

１
口
２
０
０
０

円
、
送
金
は
郵
便
振
替
で
口

座
番
号
０
０
９
３
０
―
６
―

１
１
１
１
６
２　

嵐
雪
翁

三
百
年
忌
記
念
事
業
委
員
会

▽
投
句　

島
内
の
俳
句
グ
ル
ー
プ

に
所
属
し
、
協
賛
さ
れ
る
方
。

自
選
句
二
句
以
内

▽
募
集
締
切　

６
月
30
日
（
金
）

問
委
員
会
事
務
局
（
服
部
達
明
）

☎
42
・
６
３
８
１

加
地
亮
選
手
応
援

大
型
ス
ク
リ
ー
ン
観
戦

　

サ
ッ
カ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

ド
イ
ツ
大
会
に
出
場
す
る
加
地
亮

選
手
を
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
で
応
援

し
ま
せ
ん
か
。
未
成
年
者
は
保
護

者
同
伴
で
ご
来
場
く
だ
さ
い

▽
日
時
（
日
本
時
間
）・
内
容　

　

①
６
月
12
日
（
月
）
午
後
10
時

（
開
場
１
時
間
前
）
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
戦
、②
６
月
18
日
（
日
）

午
後
10
時
（
開
場
１
時
間
前
）

さんちゃん市
◆日時　年中無休。午前９時～

午後６時

◆場所　ファームパークイン

グランドの丘入口横

◆内容　地元の新鮮な野菜・果

物・加工品を安値で販売

問さんちゃん市☎43-2882

しづおり朝市
◆日時　毎週日曜日午前８時

～11時 30分

◆場所　倭文まちづくりの丘

（しづおり団地上）

◆内容　地元でとれた新鮮な

野菜・果物を安値で販売

問朝市事務局☎46-0301

うずしお朝市
◆日時　毎月第４日曜日午前９

時～正午

◆場所　福良漁業協同組合

　（駐車場は旧福良中学跡地）

◆内容　魚介類や海産物などを安値

で販売。500円毎にスピードくじ

問福良漁協☎52 -0064

幡多の朝市
◆日時　毎週日曜日午前８時

30分～ 11時

◆場所　営農拠点センターの横

（榎列上幡多）

◆内容　地元でとれた新鮮な野

菜などを安値で販売

問朝市事務局☎42-2047

ク
ロ
ア
チ
ア
戦
、
③
６
月
23
日

（
金
）
午
前
４
時
ブ
ラ
ジ
ル
戦

（
観
戦
会
実
施
未
定
）

▽
場
所　

西
淡
公
民
館

▽
入
場
料　

無
料
。
要
予
約

◆
申
込
み　

南
あ
わ
じ
市
サ
ッ

カ
ー
協
会
・
河
辺
☎
０
９
０
・ 

３
６
２
２
・
８
９
４
３
、
F 

36
・
５
５
７
９

サ
ッ
カ
ー
切
手
展
「
あ
の
感

動
を
再
び･･･

Ｗ
杯
」

▽
期
間　

６
月
９
日
（
金
）
ま
で
。

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
、

土
日
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　

緑
郵
便
局

▽
内
容　

国
内
外
約
５
５
０
種
類

の
サ
ッ
カ
ー
切
手
を
展
示

問
緑
郵
便
局
☎
45
・
０
０
５
０

丸
山
海
づ
り
公
園
の
清
掃
美
化

▽
日
時　

６
月
21
日
（
水
）
午
前

７
時
〜
約
１
時
間

▽
場
所　

丸
山
海
づ
り
公
園
周

辺
。
現
地
駐
車
場
集
合

▽
そ
の
他　

一
般
参
加
も
大
歓

迎
。
雨
天
中
止

問
南
あ
わ
じ
市
観
光
協
会

　

☎
36
・
４
０
７
９

甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取
得

講
習
会

▽
対
象　

防
火
管
理
義
務
対
象
物

に
居
住
、
ま
た
は
勤
務
す
る
方

等
で
防
火
管
理
者
と
し
て
選

任
さ
れ
る
予
定
の
あ
る
方

▽
日
時　

7
月
27
日
（
木
）、
28
日

（
金
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
場
所　

淡
路
広
域
消
防
事
務
組

合
消
防
本
部
（
消
防
ビ
ル
）
５

階　

大
会
議
室

▽
申
込
期
間　

6
月
26
日
（
月
）

〜
30
日
（
金
）
定
員
に
達
し
次

第
締
め
切
り

▽
申
込
み　

㈳
兵
庫
県
消

防
設
備
保
守
協
会
（
☎

０
７
８
・
３
３
３
・
８
０
１
２
、

F
０
７
８
・
３
３
３
・
８
０
１ 

５
）
へ
申
込
書
を
フ
ァ
ッ
ク
ス

送
信

▽
受
講
料　

６
０
０
０
円

問
淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合

　

☎
24
・
０
１
１
９

狩
猟
免
許
試
験

　

狩
猟
免
許
は
、
狩
猟
期
間
中
に

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
狩
猟
鳥

獣
を
捕
獲
す
る
の
に
必
要
な
資
格

で
す
。

▽
免
許
の
種
類　

第
一
種
（
装
薬

銃
、
空
気
銃
）、
第
二
種
（
空

気
銃
）、
網
・
わ
な
、
網
限
定
、

わ
な
限
定

▽
試
験
日
程
・
会
場　
【
１
回
目
】

申
込
期
間
＝
6
月
12
日
〜
23

日
。
知
識
・
適
性
試
験
＝
７
月

５
日
神
戸
・
姫
路
・
養
父
会
場
。

技
能
試
験
＝
７
月
25
日
姫
路
会

場
、
８
月
１
日
神
戸
会
場

　
【
２
回
目
】
申
込
期
間
＝
８
月
21

日
〜
９
月
１
日
。
知
識
・
適
性

試
験
＝
９
月
17
日
神
戸
会
場
。

技
能
試
験
10
月
１
日
神
戸
会
場

▽
講
習
会　

６
月
17
日
・
９
月
２

日
兵
庫
県
中
央
労
働
セ
ン
タ
ー

問
（
試
験
）
淡
路
県
民
局
森
林

林
業
課
☎
26
・
２
１
０
２
、

（
講
習
会
）
県
猟
友
会
☎

０
７
８
・
３
６
１
・
８
１
２
７

小
中
学
校
用
教
科
書
の
展
示

　

平
成
19
年
度
使
用
予
定
の
小
中

学
校
の
教
科
書
を
展
示
し
ま
す

▽
日
時　

６
月
16
日
（
金
）
〜 

７
月
５
日
（
水
）
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
（
土
日
を
除
く
）

▽
場
所　

西
淡
公
民
館

問
学
校
教
育
課
☎
37
・
３
０
１
８

ご
案
内

募　

集
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■文化施設
滝川記念美術館「玉青館」
　☎36-2314
淡路人形浄瑠璃資料館
　☎43-5037
産業文化センター☎38-0201
淡路人形浄瑠璃館☎52-0260
埋蔵文化財調査事務所☎42-3849
■社会体育施設
サンライズ淡路☎45-1411
西淡社会教育センター・
西淡グラウンド☎36-2027
ゆとりっく☎36-5789
サンプール☎42-4994
サイクリングターミナル
　☎42-5310
三原健康広場☎42-5630
B&G南淡海洋センター
　☎52-2404
阿万スポーツセンター
　☎55-0652
賀集スポーツセンター
　☎54-0779
文化体育館☎50-5077
吹上浜野外教育センター
　☎55-0948
■公民館等
緑公民館☎44-3008
西淡公民館☎37-3028
三原公民館☎43-5038
南淡公民館☎50-3048
松帆地区公民館☎36-2137
湊地区公民館☎36-2055
津井地区公民館☎38-0201
丸山地区公民館☎39-0210
阿那賀地区公民館☎39-0011
伊加利地区公民館☎39-0567
西淡志知公民館☎36-5526
榎列公民館☎42-2393
八木地区公民館☎42-5956
市地区公民館☎42-5957
神代地区公民館☎42-5958
三原志知公民館☎42-6343
賀集地区公民館☎54-0331
北阿万地区公民館☎55-0055
阿万地区公民館☎55-0046
灘地区公民館☎56-0001
沼島地区公民館☎57-0001

広報 

今月の
おすすめ図書

●ＣＤできく日本昔ばなし
西本鶏介文／長谷川知子絵（ポプラ社）

有名な昔ばなしを、定評の
ある作家の文と、原田大二
郎と浅利香津代の語りで、
次世代に向けて新しくよみ
がえらせたシリーズ。昔ば
なしの本来のかたちが今、
楽しめる。1は、「ももた
ろう」と「したきりすずめ」。
●親子であそぼう!淡路島こだわり徹
　底ガイド   エディターズ著（メイツ出版）
緑公民館図書室☎44-3008

●日本人のビミョ～なマナー
鈴木あつこ著（ＰＨＰ研究所）

「お客様にお茶を出す。ど
ちら側からだせばいい？」
など、意外と知らない正し
いマナー。その納得の答え
を、食事、職場、訪問、冠
婚葬祭のケース別に楽しく
解説する。

●こども地震サバイバルマニュアル
　国崎信江著（ポプラ社）

三原図書館☎43-5037

●保健室ものがたり
こんのひとみ著（ポプラ社）

痛いの痛いの、とんでゆけ。
子どもも、おとなも、先生
も。みんな居場所をさがし
ています。保健室から聞
こえてくる感動の実話12
編。読み終えたあと、温か
い気持ちが残る一冊。

●名探偵コナンの推理ﾌｧｲﾙ
　環境の謎　（小学館）
西淡公民館図書室☎37-3028

●漁火海の学校
梅田俊作作・絵（ポプラ社）

山裾のちいさな入り江に
ある過疎の村・漁火村の
宝である漁火分校の子ど
もたちは、転校してきた
ナツミ姉弟をいれて、やっ
と９人。分校閉鎖の危機
をのりこえていく村の子
どもと、元気な大人たち
の姿をあつく描く。

南淡図書館☎53-0234

～本と心のふれあいの場～

みんなの図書館
☆開館時間／9時30分～19時
　ただし、日曜日・祝日は、午後5時まで
　（緑・西淡公民館図書室は土曜日も5時まで）
☆休 館 日／月曜日・祝日の翌日・月末整理日（平日）

◆小学校低学年の部
どんなかんじかなあ／
ビーズのてんとうむし／
とくべつないちにち／あ
かちゃんてね
◆小学校中学年の部
わたしたちの帽子／ダニ
エルのふしぎな絵／ロボ
ママ／イシガメの里
◆小学校高学年の部
紅玉／うそつき大ちゃん
／こんにちはアグネス先
生／ライト兄弟はなぜ飛
べたのか
◆中学校の部
空色の地図／少年は戦場
へ旅立った／走れ！やす
ほ　にっぽん縦断地雷教室
◆高等学校の部
その日のまえに／オリーブの海／オシム
の言葉

夏休みの課題図書

ま
な
び
の
扉

▽
申
込
み
締
切　

６
月
７
日（
水
）

◆
淡
路
人
形
の
絵
画
を
募
集

　

市
内
外
の
人
に
淡
路
人
形
浄
瑠

璃
を
よ
り
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と

「
淡
路
人
形
の
絵
画
」
を
募
集
し
ま

す
。
優
秀
な
作
品
は
８
月
５
日
開

催
の
「
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
後
継
者

団
体
発
表
会
」
会
場
と
な
る
三
原

公
民
館
の
ロ
ビ
ー
で
展
示
し
ま
す
。

▽
作
品
の
大
き
さ　

四
つ
切
版
画

用
紙
（
未
発
表
の
作
品
に
限
る
）

▽
使
用
道
具　

自
由

▽
応
募
方
法　

作
品
の
裏
面
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
を

記
入
の
う
え
、
事
務
局
ま
で
提

出
。
締
切
り
は
７
月
21
日（
金
）

◆
申
込
み　

同
事
務
局
（
生
涯
学
習

文
化
振
興
課
内
）
☎
37
・
３
０
２
０

ゆ
と
り
っ
く

◆
健
康
セ
ミ
ナ
ー

▽
内
容　

初
心
者
で
も
で
き
る
ジ

ム
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

▽
期
間　

６
月
〜
７
月

▽
申
込
み　

ゆ
と
り
っ
く

　

☎
36
・
５
７
８
９

◆
休
館
の
お
知
ら
せ

　

　この像は、成相寺（八木馬回）

の本尊で淡路島で最も古い仏像で

す。張りのある胸部や太ももの部

分が強調された量感表現から、見

るからに堂々とした迫力があり、

翻
ほんぱしき

波式と呼ばれる律動感のある深

く彫り込まれた衣
えもん

文、頭部に見ら

れる大粒の螺
らほつ

髪などは、平安時代

初期の特徴をよく表しています。

　また、この像は頭頂から足下ま

でを全く一本の木で彫り出してい

る一木作りです。

　明治 34年８月２日に国宝に指定され、現在は国の重要文化

財に指定されています。

             問生涯学習文化振興課☎ 37-3020

ス
ポ
ー
ツ
選
手
ふ
れ
あ
い
教
室

　

元
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
エ
ー

ス
ア
タ
ッ
カ
ー
の
佐
々
木
太
一
先

生
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
？
（
参
加
無
料
）

▽
日
時　

６
月
24
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
正
午

▽
場
所　

松
帆
活
性
化
セ
ン
タ
ー

▽
定
員　

30
人
（
先
着
）

▽
持
ち
物　

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、

タ
オ
ル
、
水
筒

▽
対
象　

小
学
生

▽
申
込
み　

生
涯
学
習
文
化
振
興

課
☎
37
・
３
０
２
０

㈶
淡
路
人
形
協
会
か
ら

◆
能
勢
素
浄
瑠
璃
の
会
（
能
勢
町
町

制
50
周
年
事
業
）
鑑
賞
会

▽
日
時　

６
月
18
日
（
日
）
午
前

８
時
30
分
・
陸
の
港
西
淡
出
発

▽
場
所　

浄
瑠
璃
シ
ア
タ
ー

▽
参
加
費　

２
０
０
０
円
（
弁
当

代
・
入
場
料
含
）

▽
内
容　

素
浄
瑠
璃
大
会
の
鑑
賞

▽
定
員　

40
人
（
先
着
）

木も

く

ぞ

う

や

く

し

に

ょ

ら

い

り

ゅ

う

ぞ

う

造
薬
師
如
来
立
像
（
国
指
定
）

11
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●６月の図書館カレンダー

シリーズ

　

６
月
26
日
（
月
）
〜
30
日
（
金
）

設
備
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
プ
ー

ル
、
お
風
呂
と
も
休
館
し
ま
す

映
画
「
バ
ル
ト
の
楽
園
」

上
映
会

　

第
一
次
世
界
大
戦
中
の
鳴
門
市

の
捕
虜
収
容
所
を
舞
台
に
、
生
き

る
自
由
と
平
等
の
信
念
を
持
っ
た

所
長
の
指
導
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ

人
捕
虜
た
ち
が
「
交
響
曲
第
九
番

歓
喜
の
歌
」
を
日
本
で
初
め
て
演

奏
し
た
実
話
を
映
画
化
。
出
演
、

松
平
健
、
阿
部
寛
、
高
島
礼
子
他

▽
日
時　

７
月
23
日
（
日
）
午
前

10
時
、
午
後
2
時
、
午
後
６
時

30
分
。
上
映
２
時
間
14
分

▽
場
所　

西
淡
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▽
当
日
券　

大
人
１
８
０
０
円
、

大
学
生
・
高
校
生
１
５
０
０
円
、

小
・
中
学
生
・
幼
児
１
０
０
０
円

▽
前
売
券　

共
通
１
３
０
０
円
、

６
月
１
日
か
ら
市
人
権
教
育

研
究
協
議
会
事
務
局
（
西
淡

庁
舎
・
市
教
育
委
員
会
内
、
☎

37
・
３
０
１
９
）

第
25
回
天
体
観
測
会
・
天
体
高
度
計

を
作
っ
て
星
の
高
さ
を
調
べ
よ
う

▽
日
時　

６
月
25
日
（
日
）
午
後

８
時
〜
９
時
30
分

▽
場
所　

神
代
小
学
校
図
工
室

▽
参
加
費　

大
人
１
０
０
円
、
子

ど
も
無
料

▽
そ
の
他　

子
ど
も
は
保
護
者
同

伴
で
参
加

問
神
代
小
学
校
天
体
観
測
ド
ー
ム

再
建
準
備
会
代
表
・
木
田
徹
☎

０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
上
村
源
之
丞
座
番
付
版
木

　

東
京
の
古
書
店
で
掘
り
出
し
た

貴
重
な
逸
品
。
７
月
末
日
ま
で

◆
豊
沢
町
太
郎
展
、
こ
ど
も
版
画
展

　

７
月
末
日
ま
で
開
催

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
43
・
５
０
３
７

玉
青
館
・
善ぜ

ん
え
ん縁

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

Ⅰ 

〜
古こ

た
け武
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
〜

　

古
武
隆
郎
氏
の
秘
蔵
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
約
50
点
を
公
開

▽
期
間　

６
月
11
日
（
日
）
ま
で

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

サ
ン
プ
ー
ル
の
休
館

　

６
月
11
日
（
日
）「
渦
潮
水
泳

競
技
大
会
」、６
月
25
日
（
日
）「
ス

ク
ー
ル
記
録
会
」
の
た
め
休
館
し

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　トレーニングルームを利用する場合、初回
のみこの講習会を受講していただきます
●対象者　16歳以上
●講習会受講料　500円
●１講習会定員　６人（完全予約制）
●講習時間　約１時間30分
●利用料金　200円（２回目以降）
※申込みは６月３日（土）午前８時30分
　から電話で受付します。☎ 50-5077
※お子様連れでの受講はご遠慮ください

月日 曜日 第１講習時間 第２講習時間

６月 10日 土 10:30 ～ 14:00 ～

６月 11日 日 10:30 ～ 14:00 ～

６月 16日 金 13:30 ～ 18:30 ～

６月 24日 土 10:30 ～ 14:00 ～

初回トレーニング講習会
受講者募集

●花占い
　天水著／倉下生代写真（東方出版）

日 月 火 水 木 金 土

カブトムシＫ１グランプリ
　日本最強決定戦！南あわじ市大会

挑戦者募集！

　親子での夏の思い出
をつくりませんか。
◆日時　８月６日（日）
　９時受付。10時開
　会。16時終了予定
◆場所　文化体育館
◆参加費　500円。参加賞あり
◆募集人数　300人（小学生に限る。市
　内市外を問いません。定員を超えた場
　合は抽選）
◆申込み方法　指定の申込用紙（各総合
　窓口・公民館に備付。市ホームページ
　からダウンロード可能）に必要事項を
　記入のうえ、７月10日（月）までに
　生涯学習文化振興課（☎37-3020）へ

              1　 2  3

 4 　 5 　 6   7 　 8   9  10

11　12　13   14　15  16   17

18　19　20   21　22　23　24

 25　26  27   28　29　30

※○はおやすみです
月末日



広報 

心のかけはし

20

平成18年4月20日～5月19日までの受付分　（敬称略）　
※この欄への掲載を希望しない人は、届け出のときに窓口へお申し出ください

出生
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子
ど
も
と
一
緒
に

　
　
　
　

気
分
転
換
を

●人　口 53,929人（前月比－31人）
　（男）　 26,060人（前月比－8人）
　（女）　 27,869人（前月比－23人）
●世帯数 18,124世帯（前月比＋81世帯）
　　　　　　　　　※平成18年5月1日現在

▼
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
「
ア
ッ
プ
ル
」
に
よ
る

　

大
型
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
（
み
は
ら
）

　

わ
ず
か
四
分
間
に
四
年
間
を
か

け
、
見
事
「
金
」
を
獲
得
し
た

荒
川
静
香
。
日
本
人
の
胸
の
つ
か

え
が
取
れ
た
の
は
私
だ
け
だ
ろ
う

か
。
彼
女
は
、
お
そ
ら
く
幼
少
の

こ
ろ
よ
り
多
方
面
に
わ
た
り
、
体

験
・
経
験
を
積
ん
で
き
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

　

南
あ
わ
じ
市
教
育
委
員
会
で

は
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
指

し
「
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
」、

「
あ
そ
び
塾
」、「
う
ず
し
お
交
遊

塾
」、「
１
０
０
円
塾
」
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

こ
れ
ら
に
は
、
三
つ
の
目
標
と

一
つ
の
思
い
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

子
ど
も
た
ち
に
「
仲
間
作
り
」「
自

然
に
親
し
む
」「
地
域
の
教
育
力

を
生
か
す
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供

し
つ
つ
、「
若
い
リ
ー
ダ
ー
を
養

成
す
る
」
思
い
で
あ
る
。

　

ま
た
、
活
動
で
注
意
を
は
ら
う

事
は
、
得
て
し
て
お
仕
着
せ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
、
す
べ
て
の

子
ど
も
た
ち
に
あ
て
は
め
、
負
担

を
か
け
が
ち
に
な
る
が
、
子
ど
も

の
自
主
性
を
尊
重
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
繰
り
返
し
の
活
動
と

体
験
で
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち

が
立
派
に
成
長
し
、
さ
ら
に
社
会

教
育
指
導
者
と
し
て
活
躍
す
る
事

に
期
待
し
て
い
る
。
引
き
続
き
関

係
者
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

（
生
涯
学
習
文
化
振
興
課
長

　

岸
上
敏
之
）

　

む
し
む
し
、
じ
め
じ
め
と
不
快

指
数
１
２
０
％
の
季
節
が
到
来
し

ま
し
た
。
ス
ト
レ
ス
は
ピ
ー
ク
に

達
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
子
ど
も
が

生
れ
た
と
き
、「
素
直
に
元
気
に

優
し
く
育
て
」
と
願
い
を
こ
め
ま

す
。
し
か
し
、
我
が
家
の
ア
イ
ド

ル
も
い
つ
し
か
成
長
に
つ
れ
て
反

抗
が
始
ま
り
ま
す
。

　

気
持
ち
や
性
格
を
変
え
る
こ
と

は
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
行
動
す
る
こ
と
で
変
化
し

ま
す
。
青
空
を
な
が
め
た
り
風
に

ふ
か
れ
た
り
と
、
自
然
に
ふ
れ
る

だ
け
で
違
っ
た
自
分
に
出
会
え
ま

す
。
子
ど
も
と
一
緒
に
気
分
を
変

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

し
つ
け
の
前
提
は
、
確
か
な
親

子
関
係
が
築
か
れ
て
い
る
こ
と
。

心
は
身
体
の
成
長
を
ベ
ー
ス
に
し

て
、
人
間
関
係
の
中
で
発
達
し
ま

す
。
よ
り
よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
た
く
さ
ん
の
遊
び
を
経
験
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
交
流
事
業
、

ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
、
子
育
て
相
談

な
ど
で
子
育
て
を
応
援
し
て
い
ま

す
。
子
育
て
仲
間
と
の
ふ
れ
あ
い

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
（
み
は
ら　

沼
田
陽
子
）

子
ど
も
た
ち
に

            

自
主
性
を
も
た
せ
る

〜 

市
教
育
委
員
会
の
取
り
組
み 

〜

み ど り（☎44-3008）開設日：月・火・水・金 
せいだん（☎37-3028）開設日：月・火・木・金 
み は ら（☎42-7703）開設日：火・水・木・金 
なんだん（☎50-3048）開設日：月・火・水・金 

南あわじ市子育て学習センター 

午前9時～ 午後1時 【開設時間】 

　

昨
年
五
月
に
結
婚
し
て
、
今
年

五
月
に
子
ど
も
が
誕
生
し
ま
し

た
。
私
似
の
か
わ
い
い
女
の
子
。

名
前
は
五
月
の
さ
わ
や
か
な
イ

メ
ー
ジ
と
親
し
み
を
込
め
て
「
さ

つ
き
」
と
名
づ
け
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
出
産
に
も
立
ち

会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
小
柄

な
体
で
陣
痛
を
耐
え
、
ラ
イ
オ
ン

の
よ
う
な
声
を
上
げ
な
が
ら
、
お

腹
に
力
を
入
れ
、
子
ど
も
を
絞
り

出
し
た
よ
う
な
感
じ
で
し
た
。
産

ま
れ
た
と
き
は
、
感
動
の
あ
ま
り

涙
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

最
近
で
は
付
き
添
い
の
夫
な
ど

に
「
へ
そ
の
緒
」
を
切
ら
せ
て
く

れ
る
よ
う
で
す
。
産
ま
れ
て
約
五

分
後
、
す
で
に
落
ち
着
い
た
嫁
さ

ん
が
「
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
」
と
言
う

横
で
、
私
が
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら

ハ
サ
ミ
を
入
れ
ま
し
た
。
中
身
が

や
わ
ら
か
い
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
切
る

よ
う
な
感
触
で
し
た
（
お
食
事
中

の
方
は
す
み
ま
せ
ん
）。

　

こ
れ
か
ら
子
育
て
が
始
ま
り
ま

す
。約
二
十
年
の
長
い
仕
事
で
す
。

出
産
前
、
お
医
者
さ
ん
に
言
わ
れ

た
の
で
す
が
「
出
産
の
大
変
さ
よ

り
も
、
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
の

方
が
大
変
で
す
よ
」
と
。
子
ど
も

と
一
緒
に
私
も
成
長
さ
せ
て
も
ら

お
う
と
思
い
ま
す
。　
　
（
川
卓
）

ら

か

室

集

編

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 届出日
岩田　　力（松　帆）
古川　哲也（東京都）
前川　琢矢（松　帆）
河野　真也（榎　列）
榎本　淳一（賀　集）
福原　　陽（広　田）
山下　雅文（東京都）
村居　　学（阿　万）
石濱　正樹（洲本市）
川井　翔太（広　田）
田處　　正（神戸市）
田邉　智洋（東京都）
谷川　佳助（阿　万）
小坂　享千（広　田）
西本　琢美（　灘　）

須藤ちよ美（洲本市）
野上　裕香（広　田）
奥野　明香（洲本市）
三上　沙織（榎　列）
郷　友香子（阿　万）
末永　陽子（大阪府）
山上　ルミ（東京都）
上田　容子（倭　文）
林　　直子（神　代）
伊吹　美里（松　帆）
芝田由美子（神戸市）
橋本　藍子（松　帆）
田村　和美（北阿万）
多田ひとみ（洲本市）
池田　麻美（愛知県）

４月 20 日
４月 24 日
４月 29 日
５ 月 ５ 日
５ 月 ５ 日
５ 月 ５ 日
５ 月 ５ 日
５ 月 ５ 日
５ 月 ５ 日
５ 月 ７ 日
５ 月 ８ 日
５月 11 日
５月 11 日
５月 13 日
５月 15 日

死亡

結婚

氏名 年齢 地区 死亡日
能勢　敏樹
戎本きぬ子
宮本ふき子
眞野　かめ
天羽　亀雄
吉田　寧子
郷　　かや
杉岡　武弘
小坂　　惠
松井はつ子
𠮷田かつゑ
村上よしゑ
竹谷　　正
平岡　安夫
楓　　清子
東條　邦男
道上　 治
井内　淳一
清水　文子

福良
灘
阿万
市
福良
広田
阿万
八木
倭文
福良
神代
志知
阿那賀
賀集
榎列
賀集
津井
福良
阿万

94
79
86
90
76
81
77
81
81
77
89
93
69
82
89
84
64
93
69

４月 20 日
４月 21 日
４月 22 日
４月 23 日
４月 25 日
４月 25 日
４月 26 日
４月 27 日
４月 27 日
４月 27 日
４月 28 日
４月 29 日
４月 30 日
５ 月 １ 日
５ 月 １ 日
５ 月 １ 日
５ 月 ２ 日
５ 月 ３ 日
５ 月 ３ 日

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

坂井　麻
あ さ か

華

片山友
ゆ り え

理恵

鷲塚　夢
い ぶ き

葵

今岡　京
あ づ さ

咲

今出　佳
け い ご

吾

竹池　桜
み く

空

髙木　遙
は る き

樹

原坂　昌
ま さ し

志

中村　亮
りょうすけ

介

泊　　 和
わ か な

奏

薮田　祐
ゆ う や

哉

八木　優
ゆ う と

斗

坂東恵
え び す

比寿

樫木乃
の の は

々葉

森　　 光
み つ や

矢

大古田憂
ゆうしん

心

山下　陽
は る き

輝

山田　琉
りゅうき

暉

前川怜
れ み な

泉奈

稲垣　來
き あ ら

星

古川　晴
は る あ

彩

小林　壱
か ず と

徳

川添さつき

藪田　凪
な ぎ さ

咲

藤田真
ま ゆ み

優未

廣島　苺
ま な

奈

納　　 哉
か な た

太

田村　建
け ん と

人

西中萌
も も か

々花

大 利　　 誠
まこと

池内飛
と き や

稀弥

女
女
女
女
男
女
男
男
男
女
男
男
男
女
男
男
男
男
女
女
女
男
女
女
女
女
男
男
女
男
男

忠 明
学 之
隆 史
秀 樹
和 豊
耕 二
誠

英 治
友 基
泰 秀
浩 二
雅 之
哲 也
典 明
文 昭
清 志
晋 一
誉 史
誠
洋

雅 啓
健 太
卓 也
晃 久
義 幸
亮

理 康
和 義
敏 博
洋 介
玲

榎列
市
福良
津井
広田
洲本市
尼崎市
神代
松帆
福良
賀集
神代
潮美台
神代
北阿万
福良
神代
福良
八木
市
榎列
福良
洲本市
神戸市
榎列
榎列
洲本市
神代
松帆
福良
広田

４月 10 日
４月 12 日
４月 14 日
４月 15 日
４月 16 日
４月 17 日
４月 19 日
４月 19 日
４月 20 日
４月 20 日
４月 20 日
４月 24 日
４月 24 日
４月 25 日
４月 25 日
４月 26 日
４月 27 日
４月 27 日
５ 月 １ 日
５ 月 ２ 日
５ 月 ４ 日
５ 月 ６ 日
５ 月 ６ 日
５ 月 ８ 日
５月 10 日
５月 10 日
５月 11 日
５月 11 日
５月 12 日
５月 12 日
５月 13 日

氏名 年齢 地区 死亡日
坂部　佳良
白濱　幸男
河内　　平
的﨑のぶ子
谷口　良昭
大塚こすゑ
菅　あきの
久保　咲子
金山　三郎
正木みね子

阿万
北阿万
志知
広田
八木
志知
松帆
市
北阿万
松帆

77
81
73
78
62
78
95
65
83
84

５ 月 ６ 日
５ 月 ７ 日
５ 月 ７ 日
５ 月 ７ 日
５ 月 ８ 日
５ 月 ９ 日
５月 10 日
５月 13 日
５月 14 日
５月 14 日

氏名 年齢 地区 死亡日
榎本　邦夫
細川こみね
池添　照子
山西はる子
大谷あや子
三善　輝夫
藤本　忠司
橋本　幸子
久保田きみゑ

神代
八木
榎列
広田
倭文
神戸市
阿万
松帆
志知

77
98
59
92
83
56
76
80
93

５月 14 日
５月 14 日
５月 14 日
５月 15 日
５月 16 日
５月 16 日
５月 17 日
５月 18 日
５月 19 日

▲レクリエーションによる交流（平成17年度 うずしお交遊塾）



広報 

「
乳
が
ん
検
診
」
に
つ
い
て

　

昨
年
度
か
ら
南
あ
わ
じ
市
の
乳

が
ん
検
診
に
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
を

導
入
し
、
受
託
医
療
機
関
に
て
受

診
す
る
個
別
検
診
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

▽
対
象
者　

40
歳
以
上
の
女
性

で
、
平
成
19
年
4
月
1
日
現
在

に
お
い
て
偶
数
年
齢
の
人

▽
検
診
期
間　

６
月
〜
12
月

▽
個
人
負
担
金　

２
６
０
０
円　

※
検
診
日
、
医
療
機
関
で
支
払

い
▽
検
診
内
容　

問
診
、
視
触
診
、

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

▽
持
参
す
る
も
の　

乳
が
ん
検
診

受
診
票
（
申
込
者
に
送
付
）、

個
人
負
担
金

▽
予
約
方
法　

下
記
の
受
託
医
療

機
関
へ
直
接
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
※
ま
だ
申
込
み
さ
れ
て
な

い
方
は
各
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
と
は
？

　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
と
は
乳
房
専

用
の
X
線
撮
影
の
こ
と
で
す
。

　

乳
房
を
片
方
ず
つ
、
Ｘ
線
フ
ィ

ル
ム
を
入
れ
た
台
と
透
明
な
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
板
で
は
さ
ん
で
、
乳

房
を
平
ら
に
し
て
内
部
を
鮮
明
に

写
し
だ
し
ま
す
。

いきいき健康生活

23 22

い
き
い
き
健
康
生
活

●緑保健福祉センター
☎44-3009
●西淡保健センター
☎37-3029
●三原保健センター
☎43-5039
●南淡福祉保健センター
☎ 50-2122
●健康課
☎44-3004

2006.6.1発行

乳
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

▽
対
象　

食
生
活
を
中
心
と
し
た

健
康
づ
く
り
に
関
心
を
持
ち
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
地
域
や
グ

ル
ー
プ
で
活
躍
で
き
る
人
。
年

齢
・
性
別
は
問
わ
な
い

▽
期
間　

６
月
23
日
（
金
）
〜
翌

年
2
月
ま
で
に
計
12
回

▽
場
所　

西
淡
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容　

生
活
習
慣
病
予
防
の
た

め
の
食
生
活
改
善
の
講
義
と

調
理
実
習
な
ど

▽
費
用　

年
間
千
円（
テ
キ
ス
ト
・

調
理
実
習
の
材
料
等
の
実
費
）

▽
申
込
み　

６
月
９
日
（
金
）
ま

で
に
最
寄
の
保
健
セ
ン
タ
ー

へ

い
ず
み
会
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
生
の
募
集

 ■休日応急診療所（広域消防南淡分署横☎53-1536）
診察日 9：00～16：30 19：00～22：30

６月 ４日（日） 真 野 博 文 医師 田 中 一 宏 医師
６月11日（日） 宮 崎 美 枝 医師 穀 内 純 江 医師
６月18日（日） 村 野 謙 一 医師 日 笠 久 美 医師
６月25日（日） 浦 瀬　　 巖 医師 友 清 龍 一 郎 医師

 ■時間外診療病院
曜日 病　　院　　名 曜日 病　　院　　名

月 平 成 病 院
☎ 42 - 5335 木 翠 鳳 第 一 病 院

☎ 45 - 0099

火
平 成 病 院
☎ 42 - 5335 金 中 林 病 院

☎ 42 - 6200
八 木 病 院
☎ 42 - 6188 土 翠 鳳 第 一 病 院

☎ 45 - 0099

水
中 林 病 院
☎ 42 - 6200 ●平日は午後6時から午後11時まで

●土曜日は午後1時から 
午後11時まで南 淡 路 病 院

☎ 53 - 1553

６月の健康カレンダー

※健康カレンダーは南あわじ市ホームページの
　「イベントカレンダー」からでもご覧いただけます。
　アドレスは、http://www.city.minamiawaji.hyogo.jp/

診察日 担当医師 備　考
６月 ４日（日） 大 橋　　 明 医師 　担当医は都合により変更

になることもあります。
　受診前に電話をおかけく
ださい（☎23ｰ2700）

６月11日（日） 村 上 龍 助 医師
６月18日（日） 平 山　　 毅 医師
６月25日（日） 植 村 幹 二 郎 医師

 ■休日小児救急診療（県立淡路病院）

内容 日 曜日 時間 場所

機能訓練を必要とされ
る方を対象（要予約）

７ 水 13:30 ～ 15:30 緑保健福祉センター
12 月 〃 南淡福祉保健センター
14 水 〃 西 淡 保 健 セ ン タ ー
21 水 〃 緑保健福祉センター
26 月 〃 南淡福祉保健センター
28 水 〃 西 淡 保 健 セ ン タ ー

内容 日 曜日 時間 場所
糖尿病予防教室

月１回６か月コース。軽
症糖尿病で64歳までの
方を対象（要予約）

14 水  9:00 ～ 11:00 南淡福祉保健センター
21 水  〃 緑保健福祉センター
26 月  〃 三原保健センター
28 水  〃 西淡保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
生活習慣病相談、栄
養相談、血糖測定、
尿検査、血圧測定、
体脂肪測定など

５ 月   9:00 ～ 11:00 三原保健センター
７ 水   〃 緑保健福祉センター
７ 水   〃 西淡保健センター
26 月   〃 南淡福祉保健センター

介護予防相談
（血圧測定、検尿など）

１ 木  9:30 ～ 11:00 ふ く ら 荘
22 木   〃 仁 尾 荘

内容 日 曜日 時間 場所
講話、調理実習 20 火 10:00 ～ 12:00 三原保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
ストレッチ体操 １ 木 13:30 ～ 15:00 三 原 保 健 セ ン タ ー

エアロビクス・ダン
ベル体操（要予約）

13 火 〃 南淡福祉保健センター
19 月 〃 緑保健福祉センター
26 月 〃 西淡保健センター

内容 日 曜日 時間 場所

介護予防の体操・
講話など

65歳以上の方を対
象

５ 月 13:30 ～ 15:30 三 原 保 健 セ ン タ ー
５ 月   9:30 ～ 11:00 南淡福祉保健センター
14 水 13:30 ～ 15:30 緑保健福祉センター
15 木   9:30 ～ 11:00 沼 島 総 合 セ ン タ ー
19 月 13:30 ～ 15:30 三原保健センター
28 水 〃 湯 の 川 荘

内容 日 曜日 時間 場所

転倒予防を含めた
足腰の運動
65歳以上の方を対
象（要予約）

13 火
  9:30 ～ 11:30

緑保健福祉センター
13:30 ～ 15:30

27 火
  9:30 ～ 11:30
13:30 ～ 15:30

日 曜日 受付時間 場　　所
29 木 11:30～15:30 三 原 公 民 館

内　　　容 日 曜日 受付時間 場　　所
強い歯・幼児フッ素塗布
（平成15年３月・15年９月生）

６ 火 13:30～13:45

緑保健福祉センター
２歳児歯科健診

（平成 16 年３月生）
２ 金 13:15～13:30

母親学級（前期） ８ 木 13:30～14:00
コアラ教室 22 木   9:30～11:00

育児相談
（平成17年４月生・
平成17年 11月生）

１ 木 13:30～14:30 緑保健福祉センター
12 月 〃 西淡保健センター
19 月 〃 南淡福祉保健センター
23 金 〃 三原保健センター

１歳６か月児健康診査
（平成16年11月・12月生）

９ 金 13:30～13:45 南淡福祉保健センター
13 火 〃 緑保健福祉センター
14 水 〃 三原保健センター

10か月児健康診査
（平成17年８月生）

16 金 13:30～13:45 南淡福祉保健センター
20 火 〃 西淡保健センター
21 水 〃 三原保健センター

４か月児健康診査
（平成18年２月生）

23 金 13:30～13:45 南淡福祉保健センター
27 火 〃 緑保健福祉センター
28 水 〃 三原保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
講話、調理実習 ８ 木  9:30 ～ 12:00 南淡福祉保健センター

　　　　　乳がん検診受託医療機関と予約日時
医療機関 予約受付日時
穀内ｸﾘﾆｯｸ
☎ 55-0059

月・火・水・金＝9:00～ 18:00
土＝ 9:00～ 12:00

海の里ｸﾘﾆｯｸ
☎ 50-3533

月・火・木・金＝9:00～ 12:00、15:00 ～ 18:00
水・土＝9:00～ 12:00

八木病院
☎42-6188

月～金＝9:00～ 16:00

平成病院
☎42-5335

月～土＝9:00～ 17:00

▽
対
象　

65
歳
以
上
で
次
の
条
件

を
す
べ
て
満
た
す
方
。
①
階
段

を
上
が
る
時
、
手
す
り
が
必
要

②
椅
子
か
ら
立
ち
上
が
る
時
、

つ
か
ま
る
も
の
が
必
要
③
転

び
や
す
い
・
転
ぶ
不
安
が
強
い

④
15
分
以
上
は
続
け
て
歩
け

な
い
⑤
医
療
機
関
等
で
運
動

を
す
す
め
ら
れ
て
い
る
が
、
一

人
で
は
続
か
な
い　

※
初
回
教
室
時
の
体
力
・
筋
力
評

価
の
結
果
、
教
室
参
加
を
お
断

り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

▽
定
員　

10
人

▽
日
時　

７
〜
９
月
の
火
曜
日

（
12
回
）
午
前
９
時
45
分
〜
11

時
15
分
（
水
中
運
動
は
１
時
間
）

▽
内
容　

個
人
の
体
力
・
症
状
に

合
わ
せ
た
運
動
メ
ニ
ュ
ー
で

の
水
中
運
動

▽
参
加
費　

12
回
で
３
０
０
０
円

（
初
回
に
一
括
払
い
）

▽
場
所　

サ
ン
プ
ー
ル

▽
持
参
品　

水
着
・
水
泳
用
帽
子

▽
申
込
み　

６
月
９
日
（
金
）
ま

で
に
、
三
原
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
43
・
５
０
３
９
）
ま
で

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎

44
・
３
０
０
６

水
中
運
動
教
室　

受
講
生
の
募
集

　

検
査
全
体
は
10

分
程
度
か
か
り
ま

す
が
、
圧
迫
を
し

て
い
る
時
間
は
数

十
秒
で
す
。
乳
房

の
大
小
に
か
か
わ

ら
ず
、
撮
影
は
可

能
で
す
。

　

こ
の
検
診
方
法

に
よ
り
、
視
触
診
で
は
わ
か
ら
な

い
早
期
が
ん
の
発
見
が
可
能
に
な

り
ま
す
。
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季節の健康レシピ季節の健康レシピ食 
マグロと玉葱のサラダ　（４人分）

　　　【材　料】

マグロ　　　　200ｇ
玉葱　　　　　　1個
貝割れ大根　　　少々
（ドレッシング）
　塩　　　　小さじ1/3
　こしょう　　　　少々
　溶き辛子　　小さじ1
　酢　　　　　大さじ1
　オリーブ油　大さじ３
　タバスコ　　　　適量

　　　　　　　【作り方】

①マグロは、一口大の角切りにする。
②玉葱は、縦半分に切って、ごく薄切り
にする。布巾に包んで、流水でもみ洗
いし、水気を絞る。
③貝割れ大根は、洗って根元を落とす。
④ドレッシングを作る。ボールに塩、こしょ
う、溶き辛子を混ぜ、酢でのばす。オリー
ブ油を少しずつ加え、泡立て器でよく
混ぜ合わせ、タバスコを適量加える。
⑤④にマグロ、玉葱、貝割れ大根を加え、
さっくりと混ぜる。

　　（エネルギー118ｋcal、塩分0.6ｇ）

　

淡
路
島
の
夏
の
味
覚
を
代
表
す
る

鱧
。
特
に
産
卵
を
控
え
た
六
月
か
ら
八

月
は
、
脂
が
の
っ
て
味
に
深
み
が
で
て

き
ま
す
。
淡
路
産
の
新
玉
葱
と
一
緒
に

煮
る
「
鱧
す
き
鍋
」
は
、
淡
白
な
鱧
の

旨
み
に
玉
葱
の
甘
さ
が
溶
け
合
う
、
地

元
な
ら
で
は
の
逸
品
で
す
。

　

市
観
光
協
会
で
は
マ
ス
コ
ミ
関
係
者

を
招
き
「
ハ
モ
懇
談
会
」
を
五
月
十
七

日
に
大
阪
梅
田
で
開
催
。
鱧
料
理
に
加

え
、
皮
を
一
枚
残
し
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
包

丁
を
入
れ
る
調
理
方
法
「
骨
き
り
」
を

披
露
し
、
玉
葱
や
素
麺
な
ど
南
あ
わ
じ

の
食
材
も
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
参
加
者
ら

は
初
夏
の
淡
路
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

鱧 

料 

理

ビ
ー
チ
バ
レ
ー

　
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
開
催

　

６
月
25
日
（
日
）、
慶
野
松

原
で
、
10
月
の
本
番
に
向
け
て

の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
「
第
9
回

兵
庫
県
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
高
等
学

校
選
手
権
大
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

役
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
一

丸
と
な
っ
て
大
会
運
営
の
最
終

確
認
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

走
り
隊
・
お
て
つ
だ
い
隊

　

先
日
、
新
聞
折
込
で
国
体
炬

火
リ
レ
ー
の
走
者
（
走
り
隊
）、

相
撲
競
技
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
お

て
つ
だ
い
隊
）
を
募
集
し
ま
し

た
。

　

多
数
の
応
募
が
あ
り
、
走
り

隊
は
定
員
に
達
し
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お

て
つ
だ
い
隊
は
、
随
時
受
付
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
国
体
推

進
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

国
体
総
合
開
会
式

　
入
場
券
申
込
受
付
中

　

50
年
ぶ
り
に
兵
庫
県
で
開
催

さ
れ
る
「
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国

体
」
の
総
合
開
会
式
が
9
月
30

日
（
土
）
神
戸
総
合
運
動
公
園

ユ
ニ
バ
ー
記
念
競
技
場
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

従
来
、
国
体
の
開
会
式
は
入

場
料
が
必
要
で
し
た
が
、
震
災

復
興
に
対
す
る
感
謝
を
こ
め

て
、
国
体
史
上
初
の
試
み
と
し

て
無
料
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ

し
、
入
場
券
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
6
月
26
日
（
月
）
ま
で

に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
当
日

券
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
入
場
券
申
込
み
先

の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
実
行
委
員
会

　
☎
０
７
８
・
３
６
２
・
９
０
６
５

国
体
推
進
室

　

☎
50
・
３
０
３
６

   

国 

体 

関 

連 

ニ 

ュ 

ー 

ス

広報 

 

 

国
体
推
進
室

国
体
だ
よ
り　
第
17
号

▲鱧のコース料理（うす造りや湯引き、棒寿司、天ぷら、鱧すき鍋など）

鱧は白身で脂肪が多く、
ビタミンＡが豊富。夏ば
て予防に最適
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